古事記の言コト--「言向」「言挙」への展開-- by 烏谷 知子
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
古
代
に
お
け
る
言 コ
トは
、
信
仰
や
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
言
語
活
動
の
底
流
に
あ
る
言
霊
信
仰
を
基
盤
に
お
い
て
言 コ
トを
論
じ
る
立
場
は
、
一
つ
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。
西
郷
信
綱
は
、
「
言
霊
」
は
お
も
に
祭
式
言
語
に
属
し
、
言
語
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た ①
と
指
摘
す
る
。
万
葉
集
に
は
「
言
霊
」
「
事
霊
」
の
表
記
が
あ
り
、
太
田
善
麿
は
言
霊
は
「
言
を
疑
い
よ
う
も
な
く
事
へ
と
実
現
さ
せ
る
霊
能 ②
」
で
あ
り
、
内
田
賢
徳
氏
は
、
言
霊
は
事
へ
の
霊
で
あ
り
、「
言
霊
」
の
表
記
に
そ
の
作
用
性
を
、「
事
霊
」
の
表
記
に
そ
の
対
象
性
を
分
属
さ
せ
う
る ③
と
す
る
。
古
事
記
に
は
「
言
向
（
趣
）」
、
「
言
（
事
）
依
」
な
ど
の
日
本
書
紀
に
は
見
ら
れ
な
い
用
字
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
古
事
記
冒
頭
や
三
貴
子
分
治
、
葦
原
中
国
平
定
、
神
武
東
遷
、
倭
建
命
伝
承
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
上
巻
に
お
い
て
言
趣
け
さ
れ
る
葦
原
中
国
は
、
「


振
る
荒
振
る
國
つ
等
の
多
在
り
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
書
紀
で
は
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
葦
原
中
国
平
定
の
場
面
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
然
も
彼
の
地
に
、
多
に
螢
火
の
光
く
、
び
蠅
聲
す
邪
し
き
有
り
。
復
草
木
咸
に
能
く
言 ・
語 ・
有 ・
り ・
。
（
第
九
段
正
文
）
葦
原
中
國
は
、
磐
根
木
株
草
葉
も
、
能
く
言 ・
語 ・
ふ ・
。
夜
は
火
の
若
に
喧
ひ
、
晝
は
五
月
蠅
如
す
沸
き
	る
（
第
九
段
一
書
第
六
）
（
以
下
、
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
平
定
以
前
の
葦
原
中
国
は
、
草
木
が
お
と
な
う
世
界
で
あ
る
。
飯
田
勇
氏
は
、
荒
ぶ
る
神
の
出
現
が
自
然
の
異
変
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
と
む
け
は
本
来
神
の
荒
び
を
和
ら
げ
、
鎮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
神
と
人
と
の
接
触
す
る
祭
式
の
場
に
起
源
を
も
つ
も
の ④
と
規
定
す
る
。
ま
た
植
垣
節
也
氏
は
こ
の
世
の
最
初
を
、
（
1）
混
沌
の
中
、
天
地
が
分
か
れ
た
頃
、
（
2）
草
木
も
も
の
を
言
う
混
乱
の
頃
、
と
い
う
二
系
列
の
表
現
を
す
る
と
言
い
、（
1）
は
漢
籍
に
も
あ
る
が
、（
2）
は
日
本
独
自
の
発
想
ら
し
い ⑤
と
指
摘
す
る
。
古
事
記
冒
頭
は
（
1）
の
状
態
か
ら
始
ま
る
が
、
大
国
主
命
に
よ
っ
て
国
作
り
を
さ
れ
た
葦
原
中
国
は
、
言
趣
け
を
さ
れ
る
べ
き
国
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
書
紀
で
は
平
定
以
前
の
世
界
を
、
神
降
臨
の
時
に
限
ら
れ
る
表
現
の
草
木
も
言
問
ふ
始
原
の
世
界
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
言
向
け
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
逆
に
古
事
記
で
は
、
言
向
け
の
語
は
用
い
ら
れ
る
が
、
始
原
の
世
界
を
表
す
草
木
も
言
問
ふ
表
現
は
な
い
。
言
に
対
す
る
意
識
は
、
両
書
に
差
が
あ
る
。
草
木
も
言
問
ふ
世
界
が
言
向
け
（
ヤ
ハ
ス
）
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
―１―
古
事
記
の
言 コ
ト
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「
言
向
」「
言
挙
」
へ
の
展
開


天
地
の
權
輿
、
草 ・
木 ・
言 ・
語 ・
ひ ・
し ・
時
、
天
よ
り
降
り
來
し
、
み
名
は
普
大
と
稱
す
、
葦
原
の
中
津
の
國
に
り
行
で
ま
し
て
、
山
河
の
荒
梗
の
を
和 ・

・
し ・
た
ま
ひ
き
。
大
、
化 ・

・
已 ・
に ・
畢 ・
へ ・
て ・
、
み
心
に
天
に
歸
ら
む
と
存
ほ
し
き
。
（
常
陸
国
風
土
記
信
太
郡
）
俗
い
へ
ら
く
、
豐
葦
原
の
水
穗
の
國
を
依
さ
し
ま
つ
ら
む
と
詔
り
た
ま
へ
る
に
、
荒 ・
ぶ ・
る ・

・
等 ・
、
、
石 ・
根 ・
木 ・
立 ・
草 ・
の ・
片 ・
葉 ・
も ・
辭 ・
語 ・
ひ ・
て ・
、
晝
は
狹
蠅
な
す
音
聲
ひ
、
夜
は
火
の
光
	く
國
な
り
。
此
を
事 ・
向 ・
け ・

・
定 ・
さ ・
む ・
大
御
と
、
天
降
り
供
へ
ま
つ
り
き
。
（
常
陸
国
風
土
記
香
島
郡
）
さ
ら
に
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
は
、
豐
葦
原
の
水
穗
の
國
は
、
晝
は
五
月
蠅
な
す
水
沸
き
、
夜
は
火

な
す
光
く
あ
り
、
石
ね
木
立
靑
水
沫
も
事 ・
問 ・
ひ ・
て ・
荒
ぶ
る
國
な
り
。
し
か
れ
ど
も
鎭 ・
め ・

・
け ・
て ・
、
皇
御
孫
の
命
に
安
國
と

・
ら ・
け ・
く ・
知 ・
ろ ・
し ・
ま ・
さ ・
し ・
め ・
む ・
と
あ
る
。
事
問
ふ
荒
ぶ
る
国
は
、
鎮
め
平
け
、
「
ら
け
く
知
ろ
し
ま
さ
し
め
む
」
国
で
あ
っ
た
。
一
方
、
平
定
が
完
了
し
た
時
の
様
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
高
天
の
原
に
留
り
ま
す
、
皇
親
ろ
き

ろ
み
の
命
も
ち
て
、
八
百
萬
の
等
を

集
へ
集
へ
た
ま
ひ
、
議
り
議
り
た
ま
ひ
て
、
『
我
が
皇
御
孫
の
命
は
、
豐
葦
原
の
水
穗
の
國
を
、
安
國
と
ら
け
く
知
ろ
し
め
せ
』
と
事
依
さ
し
ま
つ
り
き
。
か
く
依
さ
し
ま
つ
り
し
國
中
に
、
荒
ぶ
る
等
を
ば
問
は
し
に
問
は
し
た
ま
ひ
、
掃
ひ
に
掃
ひ
た
ま
ひ
て
、
語 ・
問 ・
ひ ・
し ・
磐
ね
樹
立
、
草
の
片
葉
を
も
語 ・
止 ・
め ・
て ・
、
天
の
磐
座
放
れ
、
天
の
八
重
雲
を
い
つ
の
千
別
き
に
千
別
き
て
、
天
降
し
依
さ
し
ま
つ
り
き
。
（
六
月
の
の
大
祓
祝
詞
）
『
皇
我
が
う
づ
の
御
子
皇
御
孫
の
命
、
こ
の
天
つ
高
御
座
に
坐
し
て
、
天
つ
日
嗣
を
萬
千
秋
の
長
秋
に
、
大
八
洲
豐
葦
原
の
瑞
穗
の
國
を
安
國
と
ら
け
く
知
ろ
し
め
せ
』
と
、
言
寄
さ
し
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
天
つ
御
量
も
ち
て
、
事 ・
問 ・
ひ ・
し ・
磐
ね
木
の
立
ち
、
草
の
片
葉
を
も
言 ・
止 ・
め ・
て ・
、
天
降
り
た
ま
ひ
し
…
…
（
大
殿
祭
祝
詞
）
天
つ
の
御
言
も
ち
て
、
ま
た
量
り
た
ま
ひ
て
、
ふ
つ
主
の
命
健
雷
の
命
二
柱
の
等
を
天
降
し
た
ま
ひ
て
、
荒
ぶ
る
等
を
攘
ひ
攘
ひ
た
ま
ひ
、
和
し
和
し
た
ま
ひ
て
、
語 ・
問 ・
ひ ・
し ・
磐
ね
樹
の
立
草
の
片
葉
も
語 ・
止 ・
め ・
て ・
、
皇
御
孫
の
を
天
降
し
寄
さ
し
ま
つ
り
き
。
（
祟
を
し
却
る
祝
詞
）
（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）
こ
れ
に
よ
る
と
、
草
木
が
言
問
ふ
の
を
や
め
、
草
の
片
葉
も
語
止
め
た
状
態
が
平
定
の
完
了
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
折
口
信
夫
は
、
「
こ
と
ゞ
ふ
は
、
か
け
あ
ひ
の
詞
を
挑
み
か
け
る
義
で
、

カ
歌 ガ
會 ヒ
の
場 ニ
ハな
ど
に
言
ふ
の
は
、
奏
を
促
す
呪
言
の
形
式
を
見
せ
て
居
る ⑥
」
と
指
摘
す
る
。
「
始
原
的
な
畏
怖
の
対
象
と
な
っ
た
言
葉
は
、
草
や
木
や
石
が
発
し
た
蠅
の
羽
音
の
ご
と
き
言
語 ⑦
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
天
つ
神
の
命
を
う
け
た
言
依
さ
し
に
よ
っ
て
、
地
上
を
治
め
る
神
が
天
降
る
状
態
に
直
す
こ
と
が
、
「
言
向
け
」
に
通
じ
る
意
を
も
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
谷
川
健
一
氏
は
、
天
つ
神
か
ら
国
つ
神
へ
の
一
方
的
な
「
言
」
（
命
令
）
に
よ
っ
て
従
わ
せ
る
の
が
言
向
で
あ
り
、
ま
た
外
来
神
が
草
木
石
や
精
霊
に
「
言
止
め
」
を
命
じ
、
秩
序
化
す
る
祭
式
的
行
為
が
「
言
向
」
で
あ
っ
た ⑧
と
す
る
。
常
陸
国
風
土
記
香
島
郡
の
条
に
は
、
美
貴
の
天
皇
の
み
世
、
大
坂
山
の
頂
に
、
白
細
の
大
御

ま
し
て
、
白
桙
の
御
杖
取
り
ま
し
、
識
し
賜
ふ
命
は
、
「
我
が
み
を
治
め
ま
つ
ら
ば
、
汝
が
聞
こ
し
看
さ
む
國
を
、
大
國
小
國
、
事
依
さ
し
給
は
む
」
と
識
し
賜
ひ
き
。
時
に
、
八
十
の
緖
を
集
へ
、
此
の
事
を
擧
げ
て
訪
問
ひ
た
ま
ひ
き
。
是
に
、
大
中
臣
の
聞
命
、
答
へ
け
ら
く
、
「
大
八
島
國
は
、
汝
が
知
ろ
し
さ
む
國
と
事
向
け
賜
ひ
し
香
島
の
國
に
坐
す
天
つ
大
御
の
擧
敎
し
ま
し
し
事
な
り
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
、
こ
れ
を
聞
か
し
て
、
ち
恐
み
驚
き
た
ま
ひ
て
、
の
件
の
帛
を
の
宮
に
め
ま
つ
り
き
。
―２―
と
あ
る
。
大
坂
山
に
顕
現
し
た
神
の
事
依
さ
し
に
よ
っ
て
、
「
大
八
島
國
は
汝
が
知
ろ
し
さ
む
國
」
と
事
向
け
ら
れ
、
崇
神
天
皇
は
供
え
物
を
神
宮
に
奉
納
さ
れ
る
。
神
の
言
の
霊
威
が
示
さ
れ
た
伝
承
で
あ
る
。
「
言
」
は
「
今
如
此
言 ・
敎
へ
た
ま
ふ
大
は
、
其
の
御
名
を
知
ら
ま
く
欲
し
」
（
仲
哀
記
）
と
あ
る
よ
う
に
、
神
の
命
を
さ
し
て
い
る
。
古
事
記
に
お
け
る
「
言
」
の
展
開
は
、
天
照
大
御
神
の
成
長
の
過
程
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
「
命
以
」
、
「
言
依
」
、
「
言
向
」
の
語
を
天
照
の
描
写
と
あ
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
事
記
の
「
言
」
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。
一
「
命
以
」「
言
依
」
古
事
記
に
は
「
命
以
」
の
表
現
が
出
て
く
る
。
記
伝
は
「
命
は
御
言
な
り
」
と
す
る
。
以
下
に
十
二
例
の
該
当
箇
所
を
あ
げ
る
。
ａ
是
に
天
つ

の
命
以
ち
て
、
伊
邪
岐
命
、
伊
邪
美
命
、
二
柱
の
に
、
「
是
の
多
陀
用
流
國
を
修
め
理
り
固
め
成
せ
。
」
と
詔
り
て
、
天
の
沼
矛
を
賜
ひ
て
、
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
ｂ
是
に
二
柱
の
、
議
り
て
云
ひ
け
ら
く
、
「
今
吾
が
生
め
る
子
良
か
ら
ず
。
天
つ
の
御
に
白
す
べ
し
。
」
と
い
ひ
て
、
ち
共
に
參
上
り
て
、
天
つ
の
命
を
	ひ
き
。
爾
に
天
つ
の
命
以
ち
て
、
布
斗

邇
爾
卜
相
ひ
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
ｃ
爾
に
須
佐
之
男
命
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
僕
は
邪
き
心
無
し
。
唯
大
御
の
命
以
ち
て
、
僕
が
哭
き
伊
佐
知
流
事
を
問
ひ
賜
へ
り
。
ｄ
此
れ
に
因
り
て
泣
き
患
ひ
し
か
ば
、
先
に
行
き
し
八
十
の
命
以
ち
て
、
「
鹽
を
浴
み
、
風
に
當
り
て
伏
せ
れ
。」
と
誨
へ
り
き
。
ｅ
天
照
大
御
の
命
以
ち
て
、
「
豐
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
國
は
、
我
が
御
子
、
正
吾


日
天
穗
耳
命
の
知
ら
す
國
ぞ
。
」
と
言
因
さ
し
賜
ひ
て
、
天
降
し
た
ま
ひ
き
。
ｆ
爾
に
高
御

日
、
天
照
大
御
の
命
以
ち
て
、
天
安
河
の
河
原
に
、
八
百
萬
の
を
集
へ
に
集
へ
て
、
思
金
に
思
は
し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
此
の
葦
原
中
國
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
國
と
言
依
さ
し
賜
へ
り
し
國
な
り
。
ｇ
是
に
天
照
大
御
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
亦
曷
れ
の
を
は
さ
ば
吉
け
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
思
金


の
白
し
し
く
、
…
…
爾
に
天
鳥
船
を
建
御
雷
に
副
へ
て
は
し
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
此
の
二
は
し
ら
の
、
出
雲
國
の
伊
佐
の
小
濱
に
降
り
到
り
て
、
十
掬
劒
を
抜
き
て
、
に
浪
の
穗
に
刺
し
立
て
、
其
の
劒
の
に
趺
み
坐
し
て
、
其
の
大
國
主
に
問
ひ
て
言
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
照
大
御
、
高
木
の
命
以
ち
て
、
問
ひ
に
は
せ
り
。
汝
が
宇
志
波
流
葦
原
中
國
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
國
ぞ
と
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
故
、
汝
が
心
は
奈
何
に
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
ｈ
爾
に
天
照
大
御
、
高
木
の
命
以
ち
て
、
太
子
正
吾


日
天
穗
耳
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
今
、
葦
原
中
國
を
け
訖
へ
ぬ
と
白
せ
り
。
故
、
言
依
さ
し
賜
ひ
し
隨
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
め
せ
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
ｉ
爾
に
日
子
番
能
邇
邇
藝
命
、
天
降
り
ま
さ
む
と
す
る
時
に
、
天
の
八
衢
に
居
て
、
上
は
高
天
の
原
を
光
し
、
下
は
葦
原
中
國
を
光
す
、
是
に
有
り
。
故
爾
に
天
照
大
御
、
高
木
の
命
以
ち
て
、
天
宇
受
賣
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
手
女
人
に
は
あ
れ
ど
も
、
伊
牟
布
と
面
つ
な
り
。
故
、
專
ら
汝
往
き
て
問
は
む
は
、
『
吾
が
御
子
の
天
降
り
爲
る
を
、
誰
ぞ
如
此
て
居
る
。』
と
と
へ
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
ｊ
故
、
天
つ
の
御
子
、
其
の
横
刀
を
獲
し
由
を
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
高
倉
下
答
へ
曰
し
し
く
、
「
己
が
夢
に
、
天
照
大
、
高
木
、
二
柱
の
の
命
以
ち
て
、
建
御
雷
を
召
び
て
詔
り
た
ま
ひ
け
ら
く
―３―
ｋ
是
に
亦
、
高
木
大
の
命
以
ち
て
覺
し
白
し
け
ら
く
、
「
天
つ
の
御
子
を
此
れ
よ
り
奥
つ
方
に
莫
入
り
幸
で
ま
さ
し
め
そ
。
荒
ぶ
る
甚
多
な
り
。
今
、
天
よ
り
八
咫
烏
を
は
さ
む
。
故
、
其
の
八
咫
烏
引
き
て
む
。
其
の
立
た
む
後
よ
り
幸
行
で
ま
す
べ
し
。
」
と
ま
を
し
た
ま
ひ
き
。
ｌ
故
爾
に
天
つ
の
御
子
の
命
以
ち
て
、
饗
を
八
十
建
に
賜
ひ
き
。
青
木
周
平
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
ｄ
を
除
い
た
「
命
以
」
の
司
令
者
は
天
神
天
神
御
子
で
あ
り
、
天
孫
降
臨
を
中
心
と
し
た
段
で
は
、
こ
れ
が
天
照
大
御
神
高
御
産
巣
日
神
に
限
定
さ
れ
る ⑨
と
指
摘
す
る
。
ａ
～
ｃ
は
天
照
の
出
現
以
前
で
、
ｃ
は
天
照
の
親
で
あ
る
伊
邪
那
岐
命
に
大
御
神
と
い
う
、
司
令
神
に
相
応
わ
し
い
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ｅ
を
除
い
て
天
照
が
単
独
で
司
令
神
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
天
照
の
言 コ
トに
関
わ
る
問
題
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
同
様
に
ｋ
を
除
い
て
高
木
神
が
単
独
で
司
令
神
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
ｅ
で
は
、
天
照
と
忍
穂
耳
命
の
密
接
な
関
係
が
示
さ
れ
、
ｋ
で
は
、
高
木
大 ・
神 ・
の
呼
称
を
用
い
て
、
そ
の
御
言
を
「
詔
る
」
で
は
な
く
「
ま
を
す
」
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
天
照
と
高
木
神
の
位
置
づ
け
が
示
さ
れ
る
。
十
二
例
の
う
ち
ｆ
ｇ
、
ｉ
～
ｋ
は
、
天
照
大
御
神
高
御
産
巣
日
神
（
高
木
神
）
が
自
身
で
行
動
す
る
こ
と
は
な
く
、
ｆ
は
天
の
菩
比
神
、
ｇ
は
建
御
雷
神
と
天
鳥
船
神
、
ｉ
は
天
宇
受
売
命
、
ｊ
は
建
御
雷
神
と
い
う
客
体
者
を
前
面
に
押
し
立
て
、
二
神
は
そ
の
影
に
隠
れ
る
形
で
司
令
を
発
す
る ⑩
。
ｋ
は
高
倉
下
が
司
令
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
ｆ
ｇ
の
例
と
、
こ
の
間
に
組
み
込
ま
れ
る
天
若
日
子
と
雉
の
派
遣
は
、
八
百
万
神
と
思
金
神
が
事
の
決
定
を
委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
天
照
高
御
産
巣
日
神
か
ら
派
遣
さ
れ
る
者
に
対
し
て
、
言
の
伝
達
が
直
接
に
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
「
言
依
」
の
用
い
ら
れ
方
を
み
る
。
先
に
引
い
た
「
命
以
」
と
「
言
依
」
が
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
該
当
箇
所
だ
け
を
引
く
。
イ（ａ
）
天
の
沼
矛
を
賜
ひ
て
、
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
ロ
此
の
時
伊
邪
伎
命
、
…
…
ち
御
頸
珠
の
玉
の
緖
母
由
良
邇
取
り
由
良
志
て
、
天
照
大
御
に
賜
ひ
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
命
は
、
高
天
の
原
を
知
ら
せ
。
」
と
事
依
さ
し
て
賜
ひ
き
。
…
…
に
	讀
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
命
は
、
夜
の

國
を
知
ら
せ
。」
と
事
依
さ
し
き
。
に
建
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
命
は
、
原
を
知
ら
せ
。」
と
事
依
さ
し
き
。
ハ
故
、
伊
邪
岐
大
御
、
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
何
由
か
も
汝
は
事
依
さ
せ
し
國
を
治
ら
ず
て
、
哭
き
伊
佐
知
流
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
ニ（ｅ
）
正
吾


日
天
穗
耳
命
の
知
ら
す
國
ぞ
。
」
と
言
因
さ
し
賜
ひ
て
、
天
降
し
た
ま
ひ
き
。
ホ（ｆ
）
此
の
葦
原
中
國
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
國
と
言
依
さ
し
賜
へ
り
し
國
な
り
。
ヘ（ｇ
）
我
が
御
子
の
知
ら
す
國
ぞ
と
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
ト（ｈ
）
故
、
言
依
さ
し
賜
ひ
し
隨
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
め
せ
。
チ
是
を
以
ち
て
白
し
た
ま
ひ
し
隨
に
、
日
子
番
能
邇
邇
藝
命
に
詔
科
せ
て
、
「
此
の
豐
葦
原
水
穗
國
は
、
汝
知
ら
さ
む
國
ぞ
と
言
依
さ
し
賜
ふ
。
故
、
命
の
隨
に
天
降
る
べ
し
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
・
引
用
冒
頭
（
）
内
に
付
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
先
に
引
用
し
た
「
命
以
」
の
引
用
の
該
当
箇
所
を
表
し
、
カ
タ
カ
ナ
は
そ
れ
に
続
く
記
事
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
照
の
「
言
依
」
は
天
の
石
屋
戸
神
話
以
降
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
天
照
は
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」
に
よ
っ
て
、
高
天
原
の
統
治
者
と
な
る
。
し
か
し
、
天
照
が
そ
の
本
質
的
な
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
天
の
石
屋
戸
隠
り
以
降
で
あ
る
。
寺
川
眞
知
夫
氏
は
、
天
の
石
屋
戸
隠
り
以
前
の
天
照
は
、
い
ま
だ
八
百
万
神
か
ら
高
天
原
の
統
治
者
と
し
て
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
嘗
聞
し
看
す
こ
と
は
、
天
照
が
真
に
高
天
原
―４―
の
主
宰
神
と
な
る
為
に
必
要
な
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
は
い
か
な
る
事
態
が
起
き
て
も
天
照
に
協
力
す
る
神
は
登
場
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
石
屋
戸
隠
り
に
至
っ
て
初
め
て
八
百
万
神
は
天
照
大
御
神
を
高
天
原
の
中
心
的
な
神
と
し
て
認
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
石
屋
戸
隠
り
の
後
に
天
照
は
統
治
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た ⑪
と
述
べ
る
。
西
條
勉
氏
は
、
天
の
石
屋
戸
神
話
は
、
天
照
の
前
身
で
あ
る
ヒ
ル
メ
の
死
と
再
生
を
語
る
も
の
と
す
る
。
「
石
屋
戸
神
話
に
お
い
て
、
ヒ
ル
メ
は
神
を
祭
る
側
の
存
在
か
ら
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
側
の
存
在
へ
と
脱
皮
す
る
。
し
か
も
そ
の
祭
ら
れ
る
側
の
存
在
と
は
、
太
陽
神
一
般
で
は
な
く
、
天
皇
家
の
始
祖
神
と
し
て
高
天
原
に
君
臨
す
る
皇
祖
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ヒ
ル
メ
の
死
と
再
生
は
ヒ
ル
メ
の
皇
祖
神
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
、
石
屋
戸
神
話
は
、
皇
祖
神
＝
天
照
大
神
の
誕
生
を
語
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
っ
と
も
中
心
的
な
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た ⑫
」
と
指
摘
す
る
。
勝
さ
び
に
乗
じ
た
須
佐
之
男
は
、
天
の
服
織
女
を
死
に
お
い
や
る
。
そ
れ
を
「
見
畏
み
て
」
天
の
石
屋
戸
に
さ
し
隠
っ
た
天
照
は
、「
爾
に
高
天
の
原
皆
暗
く
、
葦
原
中
國
悉
に
闇
し
。
此
れ
に
因
り
て
常
夜
き
き
。
是
に
萬
の
の
聲
は
、
狹 ・
蠅 ・

・
須 ・
滿 ・
ち ・
、
萬 ・
の ・
妖 ・
悉 ・
に ・
發 ・
り ・
き ・
。
」
と
い
う
状
態
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
こ
の
表
現
は
、
須
佐
之
男
が
海
原
統
治
を
拒
否
し
、
妣
の
国
根
之
堅
州
国
を
希
求
し
た
、「
八
須
心
の
に
至
る
ま
で
、
啼
き
伊
佐
知
。
其
の
泣
く
は
、
靑
山
は
枯
山
の
如
く
泣
き
枯
ら
し
、
河
は
悉
に
泣
き
乾
し
き
。
是
を
以
ち
て
惡
し
き
の
音
は
、
狹 ・
蠅 ・
如 ・
す ・
皆 ・
滿 ・
ち ・
、
萬 ・
の ・
物 ・
の ・
妖 ・
悉 ・
に ・
發 ・
り ・
き ・
。」
の
状
態
と
類
似
す
る
。
天
照
と
須
佐
之
男
は
正
反
対
の
描
写
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
身
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
天
照
の
内
包
す
る
力
は
、
須
佐
之
男
に
匹
敵
す
る
荒
ぶ
る
力
で
あ
っ
た ⑬
。
天
照
は
須
佐
之
男
と
同
等
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
邪
那
岐
大
御
神
の
「
事
依
」
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
力
を
内
在
し
な
が
ら
、
須
佐
之
男
に
凌
駕
さ
れ
る
感
が
あ
る
石
屋
戸
隠
り
以
前
の
天
照
で
あ
る
が
、
二
神
の
相
違
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
天
照
の
み
が
行
う
「
詔
別
」
「
詔
直
」
で
あ
る
。
毛
利
正
守
氏
は
、
「
詔
別
」
の
言
葉
は
天
照
の
皇
統
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
し
、
天
照
が
各
々
の
御
子
神
の
帰
属
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
忍
穂
耳
命
を
天
照
の
直
系
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
の
発
言
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
詔
別
」
は
須
佐
之
男
の
「
	さ
び
」
に
直
結
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
天
照
の
石
屋
戸
隠
り
と
の
関
わ
り
を
有
す
る ⑭
と
指
摘
す
る
。「
詔
別
」
の
語
は
応
神
記
に
も
あ
る
。
爾
に
天
皇
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
佐
邪
岐
、
阿
藝
の
言
ぞ
、
我
が
思
ふ
が
如
く
な
る
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、

ち
詔 ・
り ・
別 ・
け ・
た
ま
ひ
し
く
、
「
大
山
守
命
は
山
の
政
を
爲
よ
。
大
雀
命
は
國
の
政
を
執
り
て
白
し
賜
へ
。
宇
遲
能
和
紀
郎
子
は
天
津
日
繼
を
知
ら
し
め
せ
。
」
と
の
り
わ
け
た
ま
ひ
き
。
こ
の
段
は
伊
邪
那
岐
命
の
三
貴
子
分
治
の
神
話
を
下
敷
に
し
、
「
詔
別
」
が
統
治
す
る
世
界
や
継
承
す
る
役
割
を
規
定
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ロ
ハ
の
例
で
は
、
伊
邪
那
岐
が
分
治
を
定
め
る
際
に
三
貴
子
の
統
治
の
実
行
を
期
し
て
「
事
依
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ロ
～
チ
の
例
を
見
る
と
「
知
ら
す
」
行
為
を
規
定
す
る
際
に
は
「
言
依
」
が
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
「
言
依
」
の
力
を
獲
得
し
て
い
な
い
段
階
の
天
照
の
「
詔
別
」
は
、
須
佐
之
男
に
は
な
い
天
照
の
言 コ
トの
力
を
表
し
て
い
る
。
須
佐
之
男
は
天
照
の
詔
別
の
後
、
勝
さ
び
の
暴
挙
に
出
て
天
照
の
農
耕
祭
祀
を
妨
害
す
る
。
そ
の
行
為
を
咎
め
る
こ
と
な
く
、
天
照
は
「
詔
直
」
を
行
う
。
矢
嶋
泉
氏
は
、
「
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
真
意
を
ウ
ケ
ヒ
に
よ
っ
て
清
明
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
こ
そ
、
恩
情
あ
る
『
詔
り
直
し
』
を
す
る
の
で
あ
り
、
古
事
記
で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
悪
行
は
ウ
ケ
ヒ
に
勝
っ
た
『
勝
さ
び
』
と
し
て
展
開
し
て
い
る ⑮
」
と
す
る
。
谷
口
雅
博
氏
は
、
天
照
と
い
う
司
令
神
誕
生
の
軌
跡
は
、
発
言
の
絶
対
性
を
獲
得
す
る
道
の
り
で
も
あ
り
、
石
屋
戸
隠
り
の
前
段
階
に
お
い
て
は
、
当
然
「
詔
」
を
使
う
べ
き
「
詔
直
」
「
詔
別
」
の
文
脈
に
お
い
て
、「
於
レ 是
天
照
大
御
、

・
二
須
佐
之
男
命
一 、
…
…
如
レ 此
詔
別
也
。」
―５―
や
、「
故
、
雖
二 然
爲
一 、
天
照
大
御

、
登
賀
米
受
而

・
、
…
…
詔
雖
レ 直
、」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
え
て
「
」
字
に
よ
っ
て
そ
の
発
言
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
そ
の
後
の
「
命
以

言
依
」
、
そ
し
て
「
詔
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
司
令
の
言
葉
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う ⑯
と
指
摘
す
る
。
誓
約
に
お
い
て
も
、
祭
式
の
場
の
破
壊
行
為
を
お
さ
め
る
の
も
、
発
言
権
を
有
す
る
の
は
天
照
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
天
照
の
「
詔
直
」
は
、
言
葉
の
呪
力
に
よ
っ
て
須
佐
之
男
の
悪
し
き
行
為
を
良
い
結
果
に
転
換
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
須
佐
之
男
に
対
し
て
効
力
を
発
揮
せ
ず
、
「
其
の
惡
し
き
態
止
ま
ず
て
轉
か
り
き
。
」
状
態
に
な
る
。
言 コ
ト
か
ら
み
た
天
照
の
成
長
に
は
三
つ
の
段
階
が
あ
る
。
第
一
は
、「
命
以
」「
言
依
」
が
用
い
ら
れ
な
い
、「
詔
別
」「
詔
直
」
の
段
階
で
あ
る
。
石
屋
戸
隠
り
以
前
は
、
天
照
は
須
佐
之
男
と
共
通
す
る
荒
ぶ
る
神
の
力
を
内
在
す
る
。
第
二
は
ｅ
ｆ
と
ニ
ホ
の
「
命
以
」「
言
因
」「
言
依
」
が
用
い
ら
れ
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
高
天
原
の
司
令
神
は
高
御
産
巣
日
神
天
照
大
御
神
の
形
で
並
記
さ
れ
、
天
照
は
身
を
隠
し
た
神
と
し
て
古
事
記
冒
頭
に
記
さ
れ
る
高
御
産
巣
日
神
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
須
佐
之
男
が
八
俣
大
蛇
か
ら
出
現
し
た
草
那
藝
の
大
刀
を
高
天
原
に
献
上
す
る
場
面
で
は
、
「
此
の
大
刀
を
取
り
て
、
異
し
き
物
と
思
ほ
し
て
、
天
照
大
御
に
白
し
上
げ
た
ま
ひ
き
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
照
の
神
名
し
か
出
て
こ
な
い
。
高
御
産
巣
日
神
の
名
は
、
天
地
初
発
の
段
と
、
天
の
石
屋
戸
神
話
に
お
い
て
、
天
照
を
石
屋
戸
か
ら
引
き
出
す
為
に
八
百
万
神
を
統
率
す
る
、
「
高
御

日
の
子
、
思
金
に
思
は
し
め
て
、
」
の
二
箇
所
に
示
さ
れ
る
。
そ
れ
が
こ
の
段
階
か
ら
高
御
産
巣
日
神
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
「
言
向
」
の
語
も
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
。
第
三
は
、
ｇ
ヘ
以
降
の
高
御
産
巣
日
神
の
名
が
高
木
神
に
変
わ
り
、
天
照
大
御
神
高
木
神
の
形
で
司
令
神
が
並
記
さ
れ
、
天
照
が
最
高
神
の
地
位
を
確
立
す
る
段
階
で
あ
る
。
第
一
段
階
で
は
天
照
の
発
言
に
絶
対
性
は
な
い
。
「
詔
直
」
は
女
神
の
寛
大
さ
を
示
す
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
天
原
に
お
い
て
天
照
が
最
高
神
と
し
て
承
認
さ
れ
る
為
の
「
大
嘗
」
の
祭
祀
の
続
行
を
意
図
し
た
も
の ⑰
で
あ
ろ
う
。
石
屋
戸
隠
り
以
前
の
天
照
に
は
、
大
嘗
に
神
を
迎
え
て
神
衣
を
奉
る
巫
女
の
性
格
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
石
屋
戸
隠
り
を
通
し
て
高
天
原
と
葦
原
中
国
を
「
常
夜
	く
」
状
態
に
陥
れ
た
天
照
は
、
太
陽
神
と
し
て
の
性
格
を
顕
現
す
る
。
神
野
志
隆
光
氏
は
、
天
の
石
屋
戸
神
話
以
降
天
照
は
時
間
と
空
間
を
支
配
す
る
神
と
な
っ
た ⑱
と
指
摘
す
る
。
高
御
産
巣
日
神
の
亦
名
で
あ
る
高
木
神
の
神
名
は
、
高
樹
に
神
霊
が
宿
る
信
仰
を
表
す
。
三
谷
栄
一
は
、
高
木
神
は
い
わ
ば
我
国
で
の
扶
桑
樹
の
神
格
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う ⑲
と
述
べ
る
。
高
木
に
太
陽
が
寄
り
坐
す
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
時
間
を
測
り
日
を
数
え
る
の
に
高
木
の
影
を
測
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
天
照
が
太
陽
神
的
性
格
を
強
め
る
と
、
高
木
神
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
る
。
高
木
神
の
神
名
は
古
事
記
に
し
か
記
さ
れ
な
い
が
、
高
御
産
巣
日
神
も
「
吾
は
天
津
籬

び
天
津
磐
境
を
し
樹
て
て
、
當
に
吾
孫
の
爲
に
齋
ひ
奉
ら
む
。
」
（
第
九
段
一
書
第
二
）
と
あ
る
記
述
に
よ
れ
ば
、
神
籬
の
祭
祀
と
関
わ
る
。
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
九
月
の
条
に
は
、
「
天
皇
大
き
に
喜
び
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
丹
生
の
川
上
の
五
百
箇
の
眞
坂
樹
を
拔
取
に
し
て
、

を
祭
ひ
た
ま
ふ
。
此
よ
り
始
め
て
嚴
瓮
の

り
。
時
に
臣
命
に
勅
す
ら
く
、
『
今
高
皇
靈
を
以
て
、

ら
顯
齋
を
作
さ
む
。
…
…
』
と
あ
り
、
神
武
天
皇
の
身
に
高
皇
産
霊
尊
の
霊
が
憑
り
つ
い
て
、
現
に
神
と
し
て
現
れ
る
と
記
し
て
い
る
。
書
紀
に
は
高
御
産
巣
日
神
は
、
「
皇
高
皇
靈
」
（
第
九
段
正
文
）
と
記
さ
れ
、
天
孫
降
臨
を
司
令
す
る
。
天
地
初
発
の
段
で
身
を
隠
し
た
と
記
さ
れ
る
高
御
産
巣
日
神
が
再
び
身
を
顕
す
契
機
に
な
る
の
が
天
の
石
屋
戸
神
話
で
あ
る
。
上
田
正
昭
氏
は
、
「
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
こ
そ
が
皇
祖
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
よ
り
も
最
初
の
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ホ
ヒ
ル
メ
ノ
ム
チ
は
、
こ
の
神
に
仕
え
る
巫
女
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
ア
マ
テ
ラ
ス
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
合
一
化
し
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
皇
室
の
至
貴
の
祖
神
と
信
じ
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
ほ
う
が
前
面
へ
う
か
び
あ
が
る ⑳
。
」
と
指
摘
す
る
。
―６―
天
照
と
高
御
産
巣
日
の
合
一
化
が
は
か
ら
れ
る
の
が
、
天
の
石
屋
戸
神
話
の
条
で
あ
ろ
う
。
守
屋
俊
彦
氏
は
、
天
の
服
織
女
が
梭
で
陰
を
衝
い
て
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
照
が
石
屋
戸
に
隠
り
、
賢
木
に
神
霊
の
天
降
り
を
迎
え
る
描
写
に
は
、
聖
婚
が
絡
ん
で
い
る
と
す
る
。
こ
の
聖
婚
の
相
手
は
高
御
産
巣
日
神
で
あ
ろ
う
。
大
嘗
に
訪
れ
た
神
が
神
木
に
憑
依
し
、
大
樹
を
伝
っ
て
祭
祀
の
場
に
臨
む
情
景
は
天
語
歌
に
も
記
さ
れ
る
。
万
葉
集
の
「
長
谷
の
斎
槻
が
下
に
わ
が
隠
せ
る
妻
茜
さ
し
照
れ
る
月
夜
に
人
見
て
む
か
も
」
（
11
二
三
五
三
）
の
歌
に
あ
る
よ
う
に
、
神
の
依
り
代
で
あ
る
槻
の
木
の
下
に
い
る
の
が
隠
り
妻
で
あ
っ
た
。
槻
の
木
を
依
代
と
し
て
来
臨
し
た
神
は
、
始
原
的
に
は
そ
の
場
に
隠
る
巫
女
と
神
婚
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
忌
み
隠
り
を
経
て
再
誕
す
る
前
の
天
照
は
、
書
紀
第
五
段
正
文
、
第
六
段
一
書
第
一
、
第
三
、
第
七
段
一
書
第
二
、
第
三
に
お
い
て
日
神
と
表
現
さ
れ
て
い
る
ヒ
ル
メ
で
あ
ろ
う
。
「
天
之
命
以
」
の
天
神
の
主
体
は
、
『
釋
日
本
紀
』
に
、
「
天
惣
有
二
五
柱
一 。
然
則
五
之
中
獨
指
二 何
一 哉
。
答
。
古
記
稱
二 天
一
。
以
二 高
皇
靈
一 爲
二 其
	［
最
］
首
一 。」
（
巻
五

義
一
神
代
上
「
天
」
）
に
あ
る
よ
う
に
、
高
御
産
巣
日
神
が
最
も
有
力
視
さ
れ
よ
う
。
天
照
の
子
と
詔
り
別
け
ら
れ
た
忍
穂
耳
命
か
ら
天
孫
邇
々
芸
命
が
誕
生
す
る
く
だ
り
は
、「
此
の
御
子
は
、
高
木
の
女
、
萬
幡
豐
秋
津
師
比
賣
命
に
御
合
し
て
、
生
み
ま
せ
る
子
」
と
あ
り
、
川
副
武
胤
の
指
摘
の
よ
う
に
、
高
天
原
に
お
い
て
唯
一
の
例
外
で
あ
る
婚
姻
が
語
ら
れ
る
。
々
藝
命
を

生
殖
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
神
（
人
）
と
し
て
、
誓
約
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
天
照
の
子
で
あ
る
忍
穂
耳
と
、
高
木
神
の
血
統
を
統
合
し
、
高
天
原
か
ら
降
臨
さ
せ
る
手
順
が
示
さ
れ
る
。
皇
統
を
尊
重
す
る
天
孫
降
臨
は
、
天
照
の
皇
統
の
中
に
高
御
産
巣
日
神
が
入
り
込
む
転
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
譲
り
の
交
渉
は
、
高
天
原
の
総
意
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
天
照
の
言 コ
トの
内
容
は
、
「
伊
多
久
佐
夜
藝
弖
」
あ
る
葦
原
中
国
を
、
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
に
変
換
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
照
の
「
命
以
」
「
言
依
」
の
資
格
の
獲
得
は
、
「
言
向
」
に
続
い
て
い
く
。
二
「
言
向
（
趣
）」
「
言
向
」
の
語
は
次
の
十
一
箇
所
に
記
さ
れ
る
。
1
爾
に
高
御

日
、
天
照
大
御
の
命
以
ち
て
、
天
安
河
の
河
原
に
、
八
百
萬
の
を
集
へ
に
集
へ
て
、
思
金
に
思
は
し
め
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
此
の
葦
原
中
國
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
國
と
言
依
さ
し
賜
へ
り
し
國
な
り
。
故
、
此
の
國
に

振
る
荒
振
る
國
つ
等
の
多
在
り
と
以
爲
ほ
す
。
是
れ
何
れ
の
を
は
し
て
か
言
趣
け
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
思
金

八
百
萬
の
、
議
り
白
し
し
く
、
「
天
菩
比
、
是
れ
は
す
べ
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
、
天
菩
比
を
は
し
つ
れ
ば
、
乃
ち
大
國
主
に
媚
び
附
き
て
、
三
年
に
至
る
ま
で
復 ・
奏 ・
さ
ざ
り
き
。
（
上
巻
）
2
故
爾
に
天
照
大
御
、
高
御

日
、
亦
の
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
若
日
子
久
し
く
復 ・
奏 ・
さ
ず
。
…
…
是
に
の

思
金
、「
雉
、
名
は
鳴
女
を
は
す
べ
し
。」
と
答
へ
白
し
し
時
に
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
行
き
て
天
若
日
子
に
問
は
む
は
、
『
汝
を
葦
原
中
國
に
は
せ
る
以
は
、
其
の
國
の
荒
振
る
等
を
、
言
趣
け
和
せ
と
な
り
。
何
に
か
八
年
に
至
る
ま
で
復 ・
奏 ・
さ
ざ
る
。』
と
と
へ
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
（
上
巻
）
3
故
、
建
御
雷
、
り
參
上
り
て
、
葦
原
中
國
を
言
向
け
和
し
つ
る
を
、
復 ・
奏 ・
し
た
ま
ひ
き
。
（
上
巻
）
4
故
、
天
つ
の
御
子
、
其
の
横
刀
を
獲
し
由
を
問
ひ
た
ま
へ
ば
、
高
倉
下
答
へ
曰
し
し
く
、
「
己
が
夢
に
、
天
照
大
、
高
木
、
二
柱
の
の
命
以
ち
て
、
建
御
雷
を
召
び
て
詔
り
た
ま
ひ
け
ら
く
、
『
葦
原
中
國
は
伊
多
玖
佐
夜
藝
帝
阿
理
理
。
我
が
御
子
等
不
み
坐
す
良
志
。
其
の
葦
原
中
國
は
、
專
ら
汝
が
言
向
け
し
國
な
り
。
故
、
汝
建
御
雷

―７―
降
る
べ
し
。』
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
（
神
武
記
）
5
故
、
如
此
荒
夫
琉
等
を
言
向
け
和
し
、
伏
は
ぬ
人
等
を
け
撥
ひ
て
、
畝
火
の
白
檮
原
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
き
。
（
神
武
記
）
6
大
吉
備
津
日
子
命
と
若
建
吉
備
津
日
子
命
と
は
、
二
柱
相
副
ひ
て
、
針
間
の
氷
河
の
に
忌
瓮
を
居
ゑ
て
、
針
間
を
の
口
と
爲
て
吉
備
國
を
言
向
け
和
し
た
ま
ひ
き
。
（
孝
霊
記
）
7
然
し
て
り
上
り
ま
す
時
、
山
の
、
河
の
、
穴
の
を
、
皆
言
向
け
和
し
て
參
上
り
た
ま
ひ
き
。
（
景
行
記
）
8
爾
に
天
皇
、
亦
	き
て
倭
建
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
東
の
方
十
二
の
荒
夫
琉
、



樓
波
奴
人
等
を
言
向
け
和
せ
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
吉
備
臣
等
の
、
名
は
御
友
耳
建
日
子
を
副
へ
て
は
し
し
時
、
比
比
羅
木
の
八
矛
を
給
ひ
き
。
（
景
行
記
）
9
故
、
尾
張
國
に
到
り
て
、
尾
張
國
の
、
美
夜
受
比
賣
の
家
に
入
り
坐
し
き
。
乃
ち
婚
ひ
せ
む
と
思
ほ
し
し
か
ど
も
、
亦
り
上
ら
む
時
に
婚
ひ
せ
む
と
思
ほ
し
て
、
期
り
定
め
て
東
の
國
に
幸
で
ま
し
て
、
悉
に
山
河
の
荒
ぶ
る
、
伏
は
ぬ
人
等
を
言
向
け
和
し
た
ま
ひ
き
。
（
景
行
記
）
10
其
れ
よ
り
入
り
幸
で
ま
し
て
、
悉
に
荒
夫
琉
蝦
夷
等
を
言
向
け
、
亦
山
河
の
荒
ぶ
る
等
を
和
し
て
、
り
上
り
幸
で
ま
す
時
、
足
柄
の
坂
本
に
到
り
て
、
御
粮
す
處
に
、
其
の
坂
の
、
白
き
鹿
に
化
り
て
來
立
ち
き
。
（
景
行
記
）
11
其
の
國
よ
り
科
野
國
に
越
え
て
、
乃
ち
科
野
の
坂
の
を
言
向
け
て
、
尾
張
國
に
り
來
て
、
先
の
日
に
期
り
た
ま
ひ
し
美
夜
受
比
賣
の
許
に
入
り
坐
し
き
。
（
景
行
記
）
ま
た
、
次
の
二
例
は
「
和
」
、
八
例
は
「
」
を
用
い
て
「
言
向
」
に
準
じ
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
12
又
此
の
御
世
に
、
大
毘
古
命
を
ば
高
志
に
は
し
、
其
の
子
建
沼
河
別
命
を
ば
、
東
の
方
十
二
に
は
し
て
、
其
の

漏
波
奴
人
等
を
和
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
（
崇
神
記
）
13
故
、
大
毘
古
命
は
、
先
の
命
の
隨
に
、
高
志
國
に
罷
り
行
き
き
。
爾
に
東
の
方
よ
り
は
さ
え
し
建
沼
河
別
と
、
…
…
是
を
以
ち
て
各
は
さ
え
し
國
の
政
を
和
し
て
覆 ・
奏 ・
し
き
。
（
崇
神
記
）
14
安
河
に
議
り
て
天
下
を
け
、
小
濱
に
論
ひ
て
國
土
を
め
き
。
（
序
文
）
15
爾
に
天
照
大
御
、
高
木
の
命
以
ち
て
、
太
子
正
吾


日
天
穗
耳
命
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
今
、
葦
原
中
國
を
け
訖
へ
ぬ
と
白
せ
り
。
故
、
言
依
さ
し
賜
ひ
し
隨
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
め
せ
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
（
上
巻
）
16
爾
に
答
へ
曰
し
し
く
、
『
僕
は
降
ら
ず
と
も
、
專
ら
其
の
國
を
け
し
横
刀
有
れ
ば
、
是
の
刀
を
降
す
べ
し
。
（
神
武
記
）
17
故
、
其
地
を
號
け
て
波
布
理
曾
能
と
謂
ふ
。
如
此
け
訖
へ
て
、
參
上
り
て
覆 ・
奏 ・
し
き
。
（
崇
神
記
）
18
小
碓
命
は
、
東
西
の
荒
ぶ
る
、
伏
は
ぬ
人
等
を
け
た
ま
ひ
き
。
（
景
行
記
）
19
故
、
命
を
受
け
て
罷
り
行
で
ま
し
し
時
、
伊
勢
の
大
御
宮
に
參
入
り
て
、
の
廷
を
拜
み
て
、
ち
其
の
姨
倭
比
賣
命
に
白
し
た
ま
ひ
け
ら
く
は
、
「
天
皇
に
吾
死
ね
と
思
ほ
す
以
か
、
何
し
か
も
西
の
方
の
惡
し
き
人
等
を
撃
ち
に
は
し
て
、
り
參
上
り
來
し
間
、
未
だ
幾
時
も
經
ら
ね
ば
、
軍
衆
を
賜
は
ず
て
、
今
に
東
の
方
十
二
の
惡
し
き
人
等
を
け
に
は
す
ら
む
。
（
景
行
記
）
20
凡
そ
此
の
倭
建
命
、
國
を
け
に
廻
り
出
で
ま
し
し
時
、
久
米
直
の
、
名
は
七
脛
、
恒
に
膳
夫
と
爲
て
、
從
ひ
仕
へ
奉
り
き
。
（
景
行
記
）
21
故
、
石
上
宮
に
參
出
て
、
天
皇
に
奏
さ
し
め
た
ま
ひ
し
く
、
「
政
に
け
訖
へ
て
參
上
り
て
侍
ふ
。」
と
ま
を
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
（
履
中
記
）
1

15の
例
を
見
る
と
、
命
以
、
言
依
、
言
趣
が
続
け
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
三
語
が
関
連
を
有
す
る
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
言
向
」
は
、
国
譲
り
の
交
渉
、
神
武
東
―８―
征
伝
承
に
み
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
倭
建
命
の
東
征
伝
承
に
集
中
し
て
い
る
。
神
代
の
葦
原
中
国
平
定
の
理
念
を
、
天
皇
統
治
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
景
行
記
に
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。
「
」
の
用
例
を
見
る
と
、
15は
3に
、
16は
4に
続
く
用
例
な
の
で
、
用
字
の
重
複
を
避
け
た
と
も
み
ら
れ
る
。
12

13

17は
、
崇
神
記
の
祭
政
一
致
の
時
代
に
お
け
る
例
、
18～
20は
倭
建
伝
承
、
21は
履
中
記
の
反
乱
伝
承
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
人
国
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。
14の
例
は
そ
れ
か
ら
は
ず
れ
る
。
1～
3の
国
譲
り
交
渉
の
段
で
は
、
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
と
い
う
最
高
神
の
意
向
を
う
け
て
、
思
金
神
が
間
に
入
り
派
遣
す
る
天
菩
比
神
を
決
定
す
る
。
思
金
神
は
、
最
高
神
の
意
志
を
顕
在
化
す
る
存
在
で
あ
り
、
高
御
産
巣
日
と
天
照
に
か
わ
っ
て
思
金
が
言
依
さ
す
主
体
の
前
面
に
立
つ
。
思
金
神
は
石
屋
戸
隠
れ
の
段
で
、
八
百
万
の
神
の
代
表
と
し
て
天
照
を
石
屋
戸
か
ら
引
き
出
す
べ
く
、
思
考
を
結
集
さ
せ
て
高
天
原
の
神
事
を
主
導
す
る
。
天
菩
比
神
の
復
奏
が
な
さ
れ
な
い
為
に
、
派
遣
を
提
案
し
た
思
金
神
が
再
び
諸
神
を
代
表
し
、
高
御
産
巣
日
と
天
照
の
問
い
か
け
に
答
え
て
、
天
若
日
子
の
派
遣
を
決
定
す
る
。
こ
の
際
も
天
若
日
子
の
復
奏
が
な
さ
れ
な
い
事
情
を
確
認
す
る
為
に
、
諸
神
と
思
金
神
が
鳴
女
の
派
遣
を
決
め
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
天
照
の
問
い
か
け
に
対
し
、
建
御
雷
神
の
派
遣
を
助
言
す
る
の
も
思
金
神
で
あ
る
。
「

振
る
荒
振
る
國
つ
等
の
多
在
」
る
世
界
を
、
思
金
神
が
選
定
し
た
神
を
派
遣
し
て
「
言
趣
」
け
る
こ
と
が
、
高
御
産
巣
日
と
天
照
の
言 コ
トに
な
っ
て
い
る
。
派
遣
者
に
対
す
る
言
の
伝
達
は
、
思
金
神
が
入
る
こ
と
で
二
重
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
四
度
目
の
交
渉
の
使
者
は
、
建
御
雷
神
と
天
鳥
船
神
で
あ
っ
た
。
大
国
主
は
二
柱
の
神
の
「
十
掬
劒
を
拔
き
て
、
に
浪
の
穗
に
刺
し
立
て
、
其
の
劒
の
に
趺
み
坐
し
て
、
」
対
峙
す
る
圧
倒
的
な
力
を
感
じ
と
り
、
返
答
を
子
の
事
代
主
神
と
建
御
名
方
神
に
委
ね
る
。
そ
の
描
写
は
「
僕
は
得
白
さ
じ
。
我
が
子
、
八
重
言
代
主
、
是
れ
白
す
べ
し
。」「
我
が
子
、
建
御
名
方
有
り
。
此
れ
を
除
き
て
は
無
し
。」
と
記
さ
れ
る
。
事
代
主
神
は
美
保
の
埼
で
、「
鳥
の
	爲
、
魚
取
り
」、
神
霊
を
自
ら
に
付
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
い
に
備
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
「

し
。
此
の
國
は
、
天
つ
の
御
子
に
立
奉
ら
む
。」
と
服
従
す
る
。
一
方
建
御
名
方
神
は
、
力
比
べ
を
し
て
戦
い
を
挑
む
が
、
「
我
が
、
大
國
主
の
命 ・
に
は
じ
。
八
重
事
代
主
の
言
に
は
じ
。
」
と
葦
原
中
国
を
「
天
つ
の
御
子
の
命 ・
の
隨
に
」
献
る
こ
と
を
誓
い
、
諏
訪
湖
に
鎮
ま
る
こ
と
に
な
る
。
建
御
雷
神
は
雷
神
の
性
格
を
有
す
る
が
、
伊
邪
那
岐
命
が
具
土
神
を
斬
り
殺
し
た
剣
か
ら
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
建
御
名
方
の
手
を
取
り
、「
立
氷
に
取
り
成
し
、
亦
劒
に
取
り
成
し
つ
。」
と
あ
る
描
写
や
、
先
に
引
い
た
大
国
主
に
対
す
る
威
嚇
の
様
を
見
る
と
、
刀
剣
の
神
の
性
質
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
事
代
主
と
建
御
名
方
の
二
柱
の
神
の
復
奏
を
う
け
て
大
国
主
が
「
僕
が
子
等
、
二
は
し
ら
の
の
白
す
隨
に
、
僕
は
は
じ
。
此
の
葦
原
中
國
は
、
命 ・
の
隨
に
に
獻
ら
む
。
…
…
亦
僕
が
子
等
、
百
八
十
は
、
ち
八
重
事
代
主
、
の
御
尾
と
爲
り
て
仕
へ
奉
ら
ば
、
ふ
は
非
じ
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
大
国
主
神
と
そ
の
言 コ
トの
代
弁
者
で
あ
る
託
宣
神
の
事
代
主
神
、
天
照
高
御
産
巣
日
神
と
そ
の
御
言
を
伝
え
る
高
御
産
巣
日
の
子
思
金
神
、
並
び
に
そ
の
言 コ
トの
拒
否
と
実
行
を
め
ぐ
っ
て
大
刀
を
媒
介
に
戦
う
建
御
名
方
神
と
建
御
雷
神
、
と
い
う
よ
う
に
、
高
天
原
と
出
雲
に
お
い
て
言 コ
トの
伝
達
が
二
重
化
し
、
か
つ
言
向
の
行
為
が
言 コ
トの
や
り
と
り
と
武
力
行
使
を
伴
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
大
国
主
神
が
、
「
僕
が
子
等
、
二
は
し
ら
の
の
白
す
隨
に
、
僕
は
は
じ
。
此
の
葦
原
中
國
は
、
命
の
隨
に
に
獻
ら
む
」
と
宣
誓
し
、
天
照
高
木
神
に
復
奏
が
な
さ
れ
て
言
向
は
完
了
す
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
図
示
す
る
と
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。
「
言
向
和
平
」
の
完
了
と
と
も
に
、
思
金
神
は
天
孫
降
臨
に
従
い
、「
の
事
を
取
り
持
ち
て
、
政
爲
よ
。」
と
命
じ
ら
れ
、「
佐
久
久
斯
侶
、
伊
須
受
能
宮
に
拜
き
祭
」
ら
れ
る
存
在
と
な
る
。
言
向
は
事
代
主
神
の
も
つ
宗
教
的
支
配
力
と
、
建
御
名
方
神
が
も
つ
武
力
的
支
配
力
の
二
つ
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
石
坂
正
蔵
氏
は
―９―
記
伝
の
「
言
向
の
言 ・
は
借
字
で
事
の
意
で
あ
る
。
」
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
古
事
記
に
お
い
て
「
言
」
字
が
「
事
」
の
借
字
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
殆
ど
無
く
、
「
言
向
」
を
「
事
向
」
と
記
し
た
例
は
皆
無
で
あ
り
、「
言
」
の
正
字
説
を
展
開
し
つ
つ
、「
言
向
」
は
平
定
す
る
主
体
が
対象
を
こ
ち
ら
に
向
く
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
だ
と
規
定
す
る
。
ま
た
神
野
志
隆
光
氏
も
こ
の
見
解
に
賛
同
し
、
「
言
」
は
対
象
に
属
し
、
服
属
を
誓
う
「
言 こ
と」
を
こ
ち
ら
へ
む
け
さ
せ
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
だ
と
す
る
。
言
の
帰
属
を
言
を
発
す
る
主
体
者
に
お
く
の
か
、
対
象
に
お
く
の
か
見
解
は
わ
か
れ
る
が
、
言
向
は
上
位
者
か
ら
下
位
者
へ
の
発
言
で
あ
る
。
次
田
真
幸
は
葦
原
中
国
平
定
の
神
話
は
、
悪
神
邪
霊
を
言
向
け
和
す
宗
教
的
な
物
語
と
、
大
国
主
神
の
服
従
と
い
う
政
治
的
な
物
語
と
の
二
重
構
造
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

と
指
摘
す
る
。
西
田
長
男
は
、
事
代
主
神
の
登
場
は
壬
申
の
乱
以
後
の
天
武
朝
で
あ
り
、
上
田
正
昭
氏
は
国
譲
り
神
話
に
活
躍
す
る
建
御
雷
神
の
位
置
は
、
中
央
中
臣
氏
が
宮
廷
祭
官
と
し
て
重
き
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
欽
明
敏
達
朝
の
事
情
と
無
関
係
で
は
な
く
、
次
田
は
国
譲
り
神
話
が
天
武
持
統
天
皇
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
	こ
と
を
示
唆
す
る
。
古
事
記
の
「
言
向
」
は
、
古
事
記
完
成
に
近
い
天
武
持
統
朝
の
構
想
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
倉
野
憲
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
言
向
」
の
対
象
は
「
神
」
が
最
も
多
く
、
神
武
記
で
は
「
言
向
平
和
」
の
対
象
を
「
荒
夫
琉

等
」
、
「

撥
」
の
対
象
を
「
不
レ 伏
之
人
等
」
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
言
向
」
の
対
象
は
本
来
は
荒
ぶ
る
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
万
葉
集
の
、
山
河
を
磐
根
さ
く
み
て
踏
み
と
ほ
り
国
覓
し
つ
つ
ち ・
は ・
や ・
ぶ ・
る ・
神 ・
を ・
言 ・
向 ・
け ・
服 ・
従 ・
は ・
ぬ ・
人 ・
を ・
も ・
和 ・
し ・
掃
き
清
め
仕
へ
奉
り
て
…
…
（
20
四
四
六
五
）
の
例
も
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
人
の
世
に
入
り
6の
吉
備
国
平
定
伝
承
は
、
景
行
記
に
倭
建
の
東
征
に
従
っ
た
の
が
吉
備
臣
等
の
祖
、
御
友
耳
建
日
子
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
承
と
倭
建
伝
承
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
備
は
海
山
と
も
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。「
忌
瓮
を
居
ゑ
」
る
行
為
は
、
甕
坂
は
、
讚
伎
日
子
、
去
ぐ
る
時
、
建
石
命
、
此
の
坂
に
ひ
て
、
い
ひ
し
く
、
「
今
よ
り
以
後
は
、
、
此
の
界
に
入
る
こ
と
得
じ
」
と
い
ひ
て
、
ち
、
御
冠
を
此
の
坂
に
置
き
き
。
一
家
い
へ
ら
く
、
昔
、
丹
波
と
播
と
、
國
を
堺
ひ
し
時
、
大 ・
甕 ・
を ・
此 ・
の ・
上 ・
に ・
堀 ・
り ・
埋 ・
め ・
て ・
、
國 ・
の ・
境 ・
と ・
爲 ・
し ・
き ・
。
故
、
甕
坂
と
い
ふ
。
（
播
磨
国
風
土
記
託
賀
郡
）
に
あ
る
よ
う
に
境
界
の
制
定
と
関
わ
る
。
ま
た
、
万
葉
集
に
「
言 ・
の ・
障 ・
も
無
く
あ
り
こ
そ
と
斎 ・
瓮 ・
を ・
斎 ・
ひ ・
掘 ・
り ・
据 ・
ゑ ・
」
（
13
三
二
八
四
）、
「
言 ・
の ・
ゆ ・
ゑ ・
も
無
く
あ
り
―10―
復
奏
天
照
大
御
神
高
木
神
派
遣
言
向
和
平
答
言
向
問
命
以
言
依思
金
神
天
鳥
船
神
建
御
雷
神
随
レ 命
命
以
言
依
大
国
主
神
随
レ 命
建
御
名
方
神
事
代
主
神
こ
そ
と
木
綿
襷
肩
に
取
り
懸
け
斎 ・
瓮 ・
を ・
斎 ・
ひ ・
掘 ・
り ・
据 ・
ゑ ・
」
（
13
三
二
八
八
）
と
あ
る
よ
う
に
、
斎
瓮
の
神
事
は
人
言
の
災
い
を
避
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
境
界
を
確
定
す
る
た
め
に
斎
瓮
が
据
え
ら
れ
、
呪
言
が
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
4
の
神
武
記
で
は
、
建
御
雷
神
が
高
倉
下
の
会
話
文
に
登
場
す
る
。
建
御
雷
神
は
、
「
僕
は
降
ら
ず
と
も
、
專
ら
其
の
國
を
け
し
横 ・
刀 ・
有
れ
ば
、
是
の
刀
を
降
す
べ
し
。
」
と
告
げ
る
。
し
か
し
上
巻
に
は
、
天
若
日
子
が
授
け
ら
れ
た
よ
う
な
「
天
之

古
弓
、
天
之
波
波
矢
」
に
相
当
す
る
武
器
が
建
御
雷
に
授
け
ら
れ
た
と
す
る
記
述
は
な
い
。
先
に
司
令
神
で
あ
る
高
木
神
の
性
格
を
、
高
い
樹
木
と
し
た
が
、
こ
の
神
は
神
武
記
で
は
「
言
向
」
を
実
現
す
る
平
定
戦
争
を
担
う
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
田
典
城
氏
は
、
高
木
神
を
雷
神
を
司
る
神
と
み
る
。
雷
神
は
、
推
古
紀
二
十
六
年
是
年
の
条
に
あ
る
「
霹
靂
の
木
」
の
伝
承
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
木
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
一
方
、
樹
木
と
刀
剣
の
関
係
は
次
の
伝
承
に
記
さ
れ
る
。
尾
張
の
國
の
風
土
記
に
曰
は
く
、
熱
田
の
は
、
昔
、
日
本
武
命
、
東
の
國
を

り
て
、
	り
た
ま
ひ
し
時
、
尾
張

等
が

、
宮
酢
命
に
娶
ひ
て
、
其
の
家
に
宿
り
ま
し
き
。
夜
頭
に
厠
に
向
で
ま
し
て
、
隨
身
せ
る
劒
を
桑
の
木
に
掛
け
、
れ
て
殿
に
入
り
ま
し
き
。
乃
ち
驚
き
て
、
往
き
て
取
り
た
ま
ふ
に
、
劒
、
光
き
て
如
し
、
把
り
得
た
ま
は
ず
。
（
尾
張
国
風
土
記
逸
文
熱
田
社
）
倭
建
の
東
征
伝
承
に
お
い
て
神
剣
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
桑
の
木
に
掛
け
た
剣
が
「
光
き
て
」
と
あ
る
の
は
、
雷
神
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
神
武
東
征
で
は
、「
け
し
横
刀
」
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
神
か
ら
天
神
御
子
へ
と
高
天
原
の
司
令
に
基
づ
く
平
定
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
平
定
の
正
当
性
が
主
張
さ
れ
る
。
高
御
産
巣
日
神
は
高
木
神
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
照
大
御
神
と
同
一
化
し
、
か
つ
雷
神
に
関
わ
る
性
格
を
も
つ
こ
と
で
建
御
雷
神
と
結
び
つ
き
、
「
言
向
」
を
展
開
さ
せ
て
い
く
。
倭
建
伝
承
で
は
、
景
行
天
皇
が
「
東
の
方
十
二
の
荒
夫
琉
、


樓
波
奴
人
等
を
言
向
け
和
せ
。」
と
命
じ
て
倭
建
に
授
け
た
の
は
、「
比
比
羅
木
の
八
矛
」
で
あ
っ
た
。
景
行
記
以
前
の
「
言
向
」
は
、
「
荒
夫
琉
」
と
あ
る
の
で
、
神
話
的
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
授
け
ら
れ
た
八
尋
矛
は
荒
ぶ
る
神
に
対
す
る
呪
具
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
由
来
や
機
能
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
征
討
の
正
当
性
を
主
張
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
倭
建
命
の
東
征
を
助
け
る
の
は
、
伊
勢
の
大
御
神
宮
に
仕
え
る
姨
倭
比
売
か
ら
授
け
ら
れ
た
草
藝
劒
で
あ
っ
た
。
こ
の
劒
を
帯
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
倭
建
は
、
皇
祖
神
天
照
大
御
神
の
神
威
を
う
け
た
存
在
と
な
る
。
し
か
し
倭
建
の
東
征
は
、
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。
「
山
の
政
」
の
対
象
と
な
る
海
に
お
い
て
も
山
に
お
い
て
も
常
に
生
命
の
危
機
に
曝
さ
れ
、
自
身
の
力
が
及
ば
な
い
領
域
で
は
敗
北
を
喫
し
て
い
る
。
草
藝
劒
は
、
天
孫
邇
々
藝
命
が
降
臨
す
る
際
に
も
た
ら
さ
れ
た
神
器
の
一
つ
で
あ
る
。
玉
と
鏡
が
天
の
石
屋
戸
神
話
に
お
い
て
天
照
の
復
活
再
生
に
関
わ
っ
た
呪
具
で
あ
る
の
に
対
し
、
草
那
藝
劒
は
八
俣
大
蛇
の
尾
か
ら
出
現
し
、
天
照
に
献
上
さ
れ
た
。
建
御
雷
の
派
遣
と
神
武
東
征
の
記
事
は
、
後
次
的
挿
入
と
い
わ
れ
る
が
、
神
剣
を
媒
介
に
し
た
言
向
に
よ
っ
て
主
題
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
。
言
向
が
そ
の
用
字
の
面
か
ら
言 コ
トに
比
重
を
置
く
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
が
、
そ
こ
に
は
武
力
に
よ
る
平
定
が
伴
う
。
天
照
と
高
木
神
の
神
威
に
助
け
ら
れ
た
神
武
は
、
東
征
を
成
し
遂
げ
て
即
位
す
る
が
、
出
雲
か
ら
献
上
さ
れ
た
、
大
蛇
と
須
佐
之
男
の
爆
発
的
な
力
を
秘
め
た
負
の
要
素
を
内
包
す
る
剣
を
携
え
た
倭
建
の
運
命
は
死
を
迎
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
手
に
し
た
神
剣
に
よ
っ
て
主
人
公
の
明
暗
が
わ
か
れ
る
。
荻
原
千
鶴
氏
は
、
『
古
事
記
』
に
は
最
終
的
に
、
倭
建
命
の
西
征
東
征
の
全
編
を
通
じ
て
、
そ
の
国
土
平
定
の
仕
方
を
言
向
と
い
う
表
現
で
統
一
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
存
在
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
王
化
の
劃
期
た
る
位
置
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
現
実
国
土
の
完
全
な
掌
握
を
説
い
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
砂
入
恒
夫
氏
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は
、
言
向
和
平
は
天
照
大
御
神
の
言
依
せ
に
基
づ
き
、
天
照
の
意
志
に
そ
っ
て
行
わ
れ
る
軍
事
的
行
動
を
あ
ら
わ
す
、
極
め
て
特
殊
な
意
図
的
な
用
語
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
倭
建
伝
承
に
お
い
て
は
、
天
つ
神
の
子
孫
で
あ
る
景
行
天
皇
か
ら
討
伐
の
司
令
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
平
定
の
対
象
は
、
西
征
に
お
い
て
は
「
伏
は
ず
禮
无
き
人
等
」
の
熊
曽
建
兄
弟
で
あ
り
、
倭
建
は
「
吾
は
纏
向
の
日
代
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
大
八
島
國
知
ら
し
め
す
、
大
帶
日
子
淤
斯
呂
和
氣
天
皇
の
御
子
、
名
は
倭
男
具
王
ぞ
。
」
と
、
景
行
天
皇
の
命 ミコ
トを
征
討
の
大
義
と
し
て
お
し
だ
し
、
父
帝
と
一
体
化
し
て
討
伐
に
あ
た
る
。
そ
の
平
定
さ
れ
る
べ
き
世
界
は
、
大
八
島
国
と
表
現
さ
れ
、
始
原
の
混
沌
と
し
た
世
界
で
は
な
く
、
国
生
み
や
大
国
主
神
が
治
め
た
神
代
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
西
征
に
携
え
た
の
は
、
姨
倭
比
売
か
ら
賜
っ
た
御
衣
御
裳
と
、
自
身
の
劒
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
倭
建
と
姨
と
の
紐
帯
を
示
す
と
共
に
、
記
伝
に
「
倭
比
賣
命
は
、
伊
勢
大
御
の
、
御
杖
代
と
坐
ま
せ
ば
、
其
御
威
御
靈
を
假
賜
は
む
の
御
心
な
り
け
む
か
し
、
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
征
は
天
照
の
威
光
を
背
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天
つ
神
の
意
志
を
示
す
「
命
以
」「
言
依
」
の
語
は
使
用
さ
れ
ず
、「
言
向
」
の
語
を
景
行
天
皇
が
発
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
西
征
は
父
帝
か
ら
「
建
く
荒
き
を
惶
み
て
」
の
追
放
で
あ
る
。
そ
の
情
と
横
し
た
力
に
よ
っ
て
、
父
帝
の
命
令
の
範
疇
に
な
か
っ
た
「
山
の
、
河
の
、
穴
の
」
の
言
向
や
、
出
雲
建
征
伐
ま
で
倭
建
は
や
り
遂
げ
る
。
西
征
東
征
は
倭
建
の
尽
瘁
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
言
向
の
あ
り
方
は
神
代
記
や
神
武
記
と
異
な
る
。
天
皇
は
大
和
に
、
天
照
は
伊
勢
に
と
、
祭
政
分
離
の
時
代
に
入
っ
た
景
行
朝
に
は
、
天
つ
神
の
子
孫
で
あ
る
景
行
天
皇
と
、
天
照
大
御
神
を
祭
る
倭
比
売
命
の
言 コ
トは
一
体
化
し
て
い
な
い
。
天
孫
降
臨
条
に
は
、
邇
々
藝
命
の
天
降
り
に
際
し
て
、「
是
に
其
の
岐
斯
八
尺
の
勾
	、
鏡
、
草 ・

・
藝 ・
劒 ・
、
亦
常 ・
世 ・
思 ・
金 ・

・
、
手
力
男
、
天
石
門
別
を
副
へ
賜
ひ
て
、
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
『
此
れ
の
鏡 ・
は ・
、
專 ・
ら ・
我 ・
が ・
御 ・
魂 ・
と ・
し ・
て ・
、
吾
が

を
拜
く
が
如
伊
岐
奉
れ
。
に
思 ・
金 ・

・
は
、

の
事
を
取
り
持
ち
て
、
政
爲
よ
。』
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
此
の
二
柱
の
は
、
佐
久
久
斯
侶
、
伊
須
受
能
宮
に
拜
き
祭
る
。
」
と
あ
る
。
内
宮
に
祭
ら
れ
た
二
柱
の
神
は
、
記
伝
に
あ
る
よ
う
に
天
照
大
御
神
の
御
魂
代
の
鏡
と
思
金
神
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
景
行
朝
に
は
、
神
代
の
よ
う
に
思
金
神
が
天
照
と
高
御
産
巣
日
神
の
意
向
を
う
け
て
、
言
を
発
す
る
こ
と
も
な
く
、
天
照
や
高
木
神
が
天
つ
神
の
御
子
に
連
な
る
倭
建
命
を
援
助
す
る
こ
と
も
な
い
。
倭
比
売
が
草
那
藝
劔
を
命
に
授
け
る
の
は
、
記
述
は
省
か
れ
て
い
て
も
、
天
照
と
思
金
神
の
神
意
を
う
け
た
行
為
と
解
釈
出
来
よ
う
が
、
同
じ
中
巻
の
仲
哀
記
に
は
息
長
帯
日
売
命
に
宿
っ
た
御
子
の
正
当
性
を
保
証
す
る
、
「
是
は
天
照
大
の
御
心
ぞ
。
亦
底
筒
男
、
中
筒
男
、
上
筒
男
の
三
柱
の
大
ぞ
。」
と
い
う
神
託
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仲
哀
記
は
天
照
の
意
志
に
添
っ
た
軍
事
行
動
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
倭
建
の
討
伐
の
対
象
が
ま
つ
ろ
わ
ぬ
人
々
と
荒
ぶ
る
神
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
神
と
人
の
世
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
巻
に
お
い
て
、
景
行
天
皇
か
ら
「
言
向
け
和
せ
」
と
詔
を
く
だ
さ
れ
な
が
ら
、
神
託
や
草
那
藝
劔
の
霊
能
の
放
射
が
、
主
人
公
に
は
っ
き
り
と
投
影
さ
れ
な
い
東
征
伝
承
は
、
国
譲
り
神
話
や
神
武
東
遷
伝
承
と
比
べ
る
と
極
め
て
異
例
な
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
一
面
に
お
い
て
神
の
よ
う
に
描
か
れ
る
倭
建
が
奉
じ
る
の
は
、
天
皇
の
命 ミコ
トで
あ
り
、
天
照
大
御
神
が
地
上
に
降
し
た
草
那
藝
劒
で
あ
る
。
倭
比
売
は
景
行
天
皇
の
補
完
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
尾
津
の
崎
の
一
つ
松
に
東
征
出
立
前
に
御
刀
を
置
き
忘
れ
た
り
、
草
那
藝
劒
を
美
夜
受
比
売
の
許
に
残
し
て
伊
吹
山
の
神
を
退
治
し
に
出
か
け
る
な
ど
、
大
刀
の
霊
威
を
身
に
帯
び
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
倭
建
の
命
運
は
尽
き
る
こ
と
に
な
る
。
須
佐
之
男
の
破
壊
力
を
象
徴
す
る
草
那
藝
劒
を
、
そ
の
逸
脱
し
た
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
の
外
側
に
対
し
て
正
の
方
向
に
作
用
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
の
が
倭
建
の
役
割
で
あ
っ
た
。
森
昌
文
氏
は
倭
建
命
が
、
海
川
山
の
神
を
平
定
す
る
こ
と
を
説
く
条
に
用
い
ら
れ
る
「
言
向
」
「
言
挙
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
天
つ
神
の
後
裔
で
あ
る
天
皇
家
の
国
土
所
有
の
由
来
、
及
び
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版
図
拡
大
の
経
緯
を
述
べ
る
場
合
に
の
み
表
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
中
で
倭
建
命
の
運
命
は
、
自
身
が
発
す
る
言 コ
トと
共
に
変
化
し
て
い
く
。
三
「
言
挙
」
倭
建
の
成
長
と
敗
北
は
言 コ
トに
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
西
征
東
征
に
お
い
て
、
王
権
の
外
側
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
平
定
を
終
え
て
内
側
に
向
け
ら
れ
る
時
、
倭
建
の
役
割
は
終
わ
り
王
権
か
ら
遠
避
け
ら
れ
る
悲
劇
の
運
命
を
る
こ
と
に
な
る
。
古
事
記
は
そ
れ
を
「
言
挙
」
と
し
て
表
現
す
る
。
万
葉
集
の
遣
唐
使
派
遣
に
関
わ
る
長
歌
に
は
、
あ
葦
原
の
瑞
穂
の
国
は
神
な
が
ら
言 ・
挙 ・
せ
ぬ
国
然
れ
ど
も
言 ・
挙 ・
ぞ
わ
が
す
る
言
幸
く
真
幸
く
坐
せ
と
恙
な
く
幸
く
坐
さ
ば
荒
磯
波
あ
り
て
も
見
む
と
百
重
波
千
重
波
し
き
に
言 ・
挙 ・
す
わ
れ
は
言 ・
挙 ・
す
わ
れ
は
（
13
三
二
五
三
）
と
あ
る
。
ま
た
、
い
蜻
蛉
島
日
本
の
国
は
神
か
ら
と
言 ・
挙 ・
せ
ぬ
国
然
れ
ど
も
わ
れ
は
言 ・
挙 ・
す
（
13

三
二
五
〇
）
う
わ
が
欲
り
し
雨
は
降
り
来
ぬ
か
く
し
あ
ら
ば
言 ・
挙 ・
せ
ず
と
も
年
は
栄
え
む
（
18
四
一
二
四
）
と
あ
り
、
あ
い
に
は
言
挙
げ
に
対
す
る
否
定
的
な
表
現
が
表
れ
る
。
多
田
一
臣
氏
は
、
「
国
土
が
、
神
の
威
力
が
隅
々
に
ま
で
及
び
、
お
の
ず
か
ら
に
理
想
的
な
秩
序
が
実
現
さ
れ
て
い
る
空
間
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
」
て
い
る
時
、
う
の
よ
う
に
、
「
神
の
威
力
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
こ
の
国
土
の
繁
栄
が
保
証
さ
れ
る
」
の
で
、
危
急
肝
要
の
場
が
存
在
せ
ず
、
そ
れ
が
言
挙
げ
を
し
な
い
と
歌
う
こ
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
こ
の
他
の
上
代
文
献
に
お
け
る
言
挙
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
え
に
身
の
汚
を
盪
滌
ぎ
た
ま
は
む
と
し
て
、
乃
ち
興 ・
言 ・
し
て
曰
は
く
、
「
上
瀨
は
是
太
だ
疾
し
。
下
瀨
は
是
太
だ
し
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
ち
中
瀨
に
	ぎ
た
ま
ふ
。

 「
興
言
」
の
ヨ
ミ
は
『
日
本
紀
私
記
（
乙
本
）』
に
「
興
言
古
止
安
介
」
と
あ
る
（
書
紀
第
五
段
一
書
第
六
）
お
乃
ち
興 ・
言 ・
し
て
曰
は
く
、
「
此
の
地
は
吾
居
ら
ま
く
欲
せ
じ
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
に
埴
土
を
以
て
舟
に
作
り
て
、
乘
り
て
東
に
渡
り
て
、
出
雲
國
の
簸
の
川
上
に
在
る
、
鳥
上
の
峯
に
到
る
。
（
書
紀
第
八
段
一
書
第
四
）
か
亦
相
模
に
し
て
、
上
總
に
せ
む
と
す
。
を
り
て
高 ・
言 ・
し
て
曰
は
く
、
「
是
小
き
の
み
。
立
跳
に
も
渡
り
つ
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
中
に
至
り
て
、
暴
風
忽
に

り
て
、
王
船
漂
蕩
ひ
て
、
え
渡
ら
ず
。

 「
高
言
」
は
、『
日
本
紀
私
記
（
丙
本
）』
に
「
髙
言
古
止
安
介
」
と
あ
る
（
景
行
紀
四
十
年
是
歳
条
）
き
外
は
路
を
邀
へ
て
、
高
麗
百
濟

羅
任
等
の
國
の
年
に
職
貢
る
船
を
誘
り
致
し
、
は
任
に
せ
る
毛
野
臣
の
軍
を
り
て
、
亂
語
し
揚 ・
言 ・
し
て
曰
は
く
、
「
今
こ
そ

た
れ
、
昔
は
吾
が
と
し
て
、

り
肘
觸
り
つ
つ
、
共
に
し
て
同
ひ
き
。
安
ぞ
率
爾
に
と
な
り
て
、
余
を
し
て
が
に
自
伏
は
し
め
む
」
と
い
ひ
て
、
に
戰
ひ
て
受
け
ず
。
（
継
体
紀
二
十
一
年
六
月
）
く
馬
首
歌
依
、
乃
ち
揚 ・
言 ・
し
て
誓
ひ
て
曰
は
く
、
「
 な
り
。
實
に
非
ず
。
若
し
是
實
な
ら
ば
、
必
ず
天
災
を
被
ら
む
」
と
い
ふ
。
（
欽
明
紀
二
十
三
年
六
月
条
）
け
言 ・
擧 ・
阜
右
、
言 ・
擧 ・
阜
と
!ふ
以
は
、
大
帶
日
賣
命
、
韓
國
よ
り
"り
上
り
ま
し
し
時
、
軍
を
行
り
た
ま
ふ
日
、
此
の
阜
に
御
し
て
、
軍
中
に
敎
令
し
た
ま
ひ
し
く
、
「
此
の
御
軍
は
、
慇
懃
、
言 ・
擧 ・
げ
な
爲
そ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
號
け
て
言 ・
擧 ・
と
い
ふ
。
（
播
磨
国
風
土
記
揖
保
郡
）
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こ
千
万
の
軍
な
り
と
も
言 ・
挙 ・
げ ・
せ
ず
取
り
て
来
ぬ
べ
き
男
と
そ
思
ふ
（
6
九
七
二
）
さ
こ
の
小
川
霧
そ
結
べ
る
激
ち
た
る
走
井
の
上
に
言 ・
挙 ・
せ
ね
ど
も
（
7
一
一
一
三
）
え
は
伊
邪
那
岐
が
黄
泉
国
の
穢
れ
を
清
め
る
禊
の
祭
祀
空
間
を
規
定
し
て
い
る
。
お
は
高
天
原
を
追
放
さ
れ
、
新
羅
に
天
降
っ
た
須
佐
之
男
が
、
自
ら
の
定
住
す
る
場
所
を
規
定
し
て
い
る
。
か
の
馳
水
は
、
蝦
夷
の
領
域
に
直
結
す
る
上
総
国
と
相
模
国
と
の
境
界
で
あ
る
。
海
神
の
支
配
領
域
で
あ
る
海
に
対
し
て
、
「
を
り
て
」
と
国
見
的
表
現
を
伴
っ
て
言
挙
が
な
さ
れ
て
い
る
。
糸
井
通
浩
氏
は
、
「
言
」
の
真
偽
（
機
能
）
は
、
「
見
る
」
機
能
の
発
揮
す
る
領
域
に
お
い
て
、「
言
」
は
「
事
」
で
あ
り
得
た
と
す
る
。
か
は
言 コ
トが
「
事
」
を
導
く
例
で
あ
る
。
き
は
任
那
に
赴
い
た
毛
野
臣
に
対
し
て
磐
井
が
放
っ
た
言
葉
で
、
戦
術
に
伴
う
か
け
ひ
き
を
乱
語
揚
言
と
す
る
。
く
は
神
に
対
す
る
誓
い
の
言
葉
で
あ
る
。
け
は
地
名
起
源
説
話
に
な
っ
て
い
る
。
戦
さ
に
臨
ん
で
言
挙
を
し
な
い
と
い
う
の
は
、
本
来
戦
い
の
場
に
お
い
て
は
言
挙
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
伝
承
は
、
言
挙
阜
が
も
と
も
と
は
言
挙
を
行
う
祭
祀
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
こ
も
戦
さ
が
伴
う
例
で
あ
る
。
西
海
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
宇
合
へ
、
言
挙
せ
ず
と
も
勝
利
す
る
男
だ
と
祝
福
を
与
え
て
い
る
。
さ
は
「
霧
そ
結
べ
る
」
「
走
井
」
の
語
か
ら
「
天
の
真
名
井
」
で
行
わ
れ
た
誓
約
を
連
想
さ
せ
る
。
井
は
誓
約
の
場
で
あ
り
、
言
挙
は
恋
の
誓
い
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
言
挙
は
、
祭
祀
空
間
に
お
い
て
戦
闘
な
ど
の
非
日
常
的
行
為
と
し
て
行
わ
れ
る
、
活
動
や
支
配
領
域
の
確
定
の
意
図
を
も
つ
言
語
呪
術
行
為
で
あ
る
。
尾
崎
暢
殃
の
言
う
よ
う
に
、
言
挙
は
「
神
」
に
対
す
る
「
言
」
と
捉
え
ら
れ
、
そ
の
行
為
に
は
禁
忌
性
が
よ
み
と
れ
、
「
本
来
の
意
味
は
、
対
抗
者
の
種
姓
を
暴
露
し
て
屈
服
さ
せ
る
呪
言
の
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
高
雄
氏
は
、
「
言
挙
」
と
は
、
人
間
が
あ
る
目
的
達
成
の
際
、
障
害
と
な
る
か
も
し
れ
ぬ
既
知
未
知
な
対
象
へ
の
畏
怖
感
を
克
服
す
る
た
め
に
、
そ
の
対
象
の
属
性
を
あ
ら
か
じ
め
良
い
方
向
に
意
味
づ
け
る
「
言
」
や
劣
性
な
素
性
の
も
の
と
暴
露
す
る
「
言
」
に
変
換
し
て
、
声
高
く
発
す
る
対
抗
措
置
だ
っ
た
と
す
る
。
吉
井
巌
氏
は
、
こ
う
し
た
あ
り
方
が
神
聖
王
者
天
武
持
統
の
王
権
を
境
に
、
言
挙
の
発
言
者
の
個
人
化
、
下
位
か
ら
上
位
者
へ
の
発
言
と
い
う
性
質
が
、
日
本
書
紀
の
用
例
に
次
第
に
濃
く
な
っ
て
い
る
変
化
を
み
て
い
る
。
青
木
周
平
は
き
く
の
用
例
を
、
威
力
を
も
つ
コ
ト
が
王
権
の
中
で
人
間
の
言 コ
トと
し
て
一
方
的
に
発
せ
ら
れ
た
時
、
そ
こ
に
禁
忌
の
問
題
が
表
れ
て
く
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
城
﨑
陽
子
氏
は
、
こ
の
例
を
対
象
を
	規
定
す
る

と
い
う
機
能
を
誤
用
し
た
の
で
あ
り
、
	コ
ト
の
禁
忌

よ
り
も
む
し
ろ
、
言
挙
が
発
言
者
の
意
図
通
り
に
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
捉
え
る
。
古
事
記
に
は
か
の
状
況
に
対
し
て
、
言
挙
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
渡
の
神
が
支
配
す
る
領
域
で
は
、
言
挙
を
し
な
く
て
も
一
行
は
身
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
弟
橘
比
売
は
荒
れ
狂
う
海
に
お
い
て
渡
の
神
の
御
心
言 コ
ト
を
感
じ
と
り
、
「
妾
、
御
子
に
易
り
て
の
中
に
入
ら
む
」
と
申
し
出
る
。
そ
の
犠
牲
に
よ
っ
て
倭
建
は
難
を
逃
れ
る
。
人
間
と
人
間
を
取
り
巻
く
神
の
領
域
に
お
い
て
、
倭
建
が
神
の
言 コ
トを
聞
く
具
体
的
な
描
写
は
古
事
記
に
は
な
い
。
焼
遣
や
走
水
で
は
そ
の
為
に
危
機
に
陥
る
。
足
柄
の
坂
本
で
は
、
足
柄
の
坂
の
神
で
あ
る
白
鹿
を
、
蒜
の
片
端
に
よ
っ
て
打
ち
殺
す
な
ど
、
常
に
己
の
力
を
信
じ
て
行
動
し
、
言 コ
トの
や
り
と
り
が
な
さ
れ
る
の
は
、
御
火
焼
の
老
人
と
美
夜
受
比
売
と
の
問
答
だ
け
で
あ
る
。
主
人
公
の
武
勇
が
強
調
さ
れ
る
中
で
言
挙
が
な
さ
れ
る
伊
吹
山
は
、
近
江
と
美
濃
国
と
の
境
界
に
あ
る
。
伊
吹
山
の
神
が
支
配
す
る
領
域
に
わ
け
入
る
に
は
周
倒
な
準
備
が
必
要
と
な
る
。
古
事
記
の
言
挙
の
唯
一
の
例
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
し
故
爾
に
御
合
し
た
ま
ひ
て
、
其
の
御
刀
の
草
藝
劒
を
、
其
の
美
夜
受
比
賣
の
許
に
置
き
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て
、
伊
岐
能
山
の
を
取
り
に
幸
行
で
ま
し
き
。
是
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
の
山
の
は
、
徒
手
に
直
に
取
り
て
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
其
の
山
に
り
ま
し
し
時
、
白
山
の
邊
に
へ
り
。
其
の
大
き
さ
牛
の
如
く
な
り
き
。
爾
に
言 ・
擧 ・
爲
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
の
白
に
化
れ
る
は
、
其
の
の

ぞ
。
今
殺
さ
ず
と
も
、
	ら
む
時
に

さ
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
り
坐
し
き
。
是
に
大
氷
雨
を
零
ら
し
て
、
倭
建
命
を
打
ち
惑
は
し
き
。
其
の
此
の
白
に
化
れ
る
は
、
其
の
の
使
に
非
ず
て
、
の
正
身
に
當
り
し
を
、
言 ・
擧 ・
に
因
り
て
惑
は
る
な
り
。
さ
え
つ
倭
建
は
神
武
が
熊
野
で
神
の
姿
―
大
熊
を
見
て
「
延
」
た
と
い
う
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
山
の
神
は
「
白
山
の
邊
に
へ
り
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
絶
対
的
な
力
を
も
っ
た
存
在 
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
神
に
対
し
て
天
照
を
奉
じ
る
神
人
と
し
て
の
証
で
あ
り
、
か
つ
須
佐
之
男
の
爆
発
的
な
力
を
発
現
す
る
草
那
藝
劒
を
携
え
る
こ
と
な
く
、
素
手
で
戦
い
を
挑
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
正
の
言 コ
トの
発
動
は
な
く
、
対
象
の
規
定
を
誤
っ
た
発
声
が
さ
れ
る
。
吉
井
巌
氏
は
、
「
誤
認
が
言
挙
げ
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
こ
と
が
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
言
挙
の
語
は
使
用
し
て
い
な
い
が
、
神
の
言 コ
トの
誤
認
が
死
に
つ
な
が
る
例
は
仲
哀
記
に
み
ら
れ
る
。
是
に
大
后
を
歸
せ
た
ま
ひ
て
、
言 ・
敎
へ
覺
し
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
西
の
方
に
國
有
り
。
金
銀
を
本
と
爲
て
、
目
の
炎
く
種
種
の
珍
し
き
寶
、
多
に
其
の
國
に
在
り
。
吾
今
其
の
國
を
歸
せ
賜
は
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
天
皇
答
へ
て
白
し
た
ま
ひ
し
く
、
「
高
き
地
に
登
り
て
西
の
方
を
見
れ
ば
、
國
土
は
見
え
ず
。
唯
大
の
み
有
り
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
詐
を
爲
す
と
謂
ひ
て
、
御
琴
を
押
し
け
て
控
き
た
ま
は
ず
、
默
し
て
坐
し
き
。
爾
に
其
の
、
大
く
忿
り
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
凡
そ
の
天
の
下
は
、
汝
の
知
ら
す
べ
き
國
に
非
ず
。
汝
は
一
に
向
ひ
た
ま
へ
。」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
仲
哀
天
皇
は
神
託
を
信
じ
ず
、
自
ら
の
見
る
行
為
を
最
上
の
も
の
と
し
た
為
に
、
神
か
ら
正
統
な
皇
位
に
あ
る
べ
き
者
と
み
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
日
継
御
子
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
倭
建
命
に
死
を
も
た
ら
す
の
が
神
剣
で
あ
り
、
言
挙
で
あ
っ
た
。
倭
建
は
景
行
天
皇
と
一
体
化
し
つ
つ
、
天
照
の
信
仰
を
奉
じ
る
神
人
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
天
皇
と
倭
建
の
間
に
は
上
巻
の
思
金
神
の
よ
う
な
御
言
を
と
り
も
つ
存
在
は
描
か
れ
な
い
。
一
方
で
建
は
天
武
天
皇
に
祟
り
を
も
た
ら
し
た
と
書
紀
に
記
さ
れ
る
草
那
藝
劒
の
出
自
と
同
じ
よ
う
に
、
異
端
者
、
王
権
か
ら
の
疎
外
者
と
い
う
側
面
を
背
負
っ
て
い
る
。
倭
建
伝
承
に
お
け
る
言
挙
は
、
命
が
逸
脱
し
た
存
在
で
あ
る
ゆ
え
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
反
王
権
的
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
終
焉
の
地
能
煩
野
に
お
い
て
建
は
、
「
孃
子
の
床
の
邊
に
我
が
置
き
し
つ
る
ぎ
の
大
刀
そ
の
大
刀
は
や
」
（
第
三
四
番
）
と
、
美
夜
受
比
売
を
偲
ぶ
と
共
に
、
そ
こ
に
残
し
て
き
た
草
那
藝
劒
に
思
い
を
は
せ
て
戦
い
を
終
え
る
。
大
刀
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
「
言
向
」
の
物
語
は
幕
を
お
ろ
す
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
古
事
記
の
言
向
が
行
わ
れ
る
世
界
は
、
草
木
も
言
問
ふ
と
い
う
始
原
の
状
態
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
神
話
の
世
界
で
あ
っ
て
も
、
大
国
主
神
に
よ
っ
て
国
作
り
が
な
さ
れ
た
、
あ
る
種
の
秩
序
あ
る
世
界
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
神
々
が
支
配
す
る
世
界
で
あ
っ
て
も
、
秩
序
が
機
能
し
て
い
る
世
界
を
平
定
す
る
に
は
、
言 コ
トの
力
だ
け
で
は
な
く
武
力
討
伐
が
伴
う
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
神
剣
の
霊
威
に
よ
っ
て
言
向
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
天
つ
神
か
ら
の
言
向
に
対
し
て
誓
約
の
呪
詞
が
奉
ら
れ
、
最
終
的
に
復
奏
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
向
が
完
了
し
て
い
る
。
神
武
は
神
代
に
つ
な
が
る
天
皇
と
し
て
、
天
照
高
木
神
の
大
刀
下
賜
と
い
う
加
護
に
よ
っ
て
東
征
を
成
し
遂
げ
る
。
一
方
の
倭
―15―
建
は
、
武
力
に
よ
っ
て
大
和
朝
廷
が
領
土
を
拡
大
し
、
国
家
を
平
定
す
る
時
代
の
皇
族
将
軍
と
し
て
抗
争
の
歴
史
を
背
負
っ
て
登
場
す
る
。
身
に
帯
び
た
草
那
藝
劒
は
、
天
照
の
威
光
を
示
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
常
に
須
佐
之
男
の
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
的
な
力
で
制
御
し
つ
つ
、
海
と
山
の
神
と
の
藤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
言
向
を
す
る
。
畢
竟
こ
の
主
人
公
の
造
詣
は
、
人
間
の
闇
の
部
分
、
ひ
い
て
は
王
権
確
立
の
過
程
の
負
の
部
分
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
古
事
記
の
中
で
「
言
挙
」
が
唯
一
使
用
さ
れ
る
こ
の
時
代
は
、
万
葉
集
に
「
言
挙
げ
し
な
い
」
と
歌
わ
れ
る
理
想
的
な
世
界
で
は
な
い
。
神
も
国
造
も
、
そ
し
て
父
景
行
天
皇
さ
え
も
が
倭
建
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
敵
で
あ
る
。
高
橋
氏
文
に
は
景
行
天
皇
の
作
と
さ
れ
る
磐
鹿
六
命
に
宣
る
宣
命
が
あ
る
。
祝
詞
が
宗
教
上
の
天
皇
の
権
威
を
示
す
の
に
対
し
て
、
宣
命
は
旧
い
信
仰
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
新
し
い
実
際
生
活
へ
移
る
時
代
の
、
政
治
的
勅
宣
の
一
形
式
で
あ
る
。
後
世
の
人
々
は
景
行
天
皇
の
時
代
を
そ
の
よ
う
に
う
け
と
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
向
は
祭
祀
を
軸
と
す
る
古
代
社
会
か
ら
脱
却
し
て
い
く
時
代
の
、
武
力
闘
争
に
比
重
を
お
く
時
代
の
平
定
を
象
徴
す
る
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
吉
井
巌
氏
は
、
言
挙
の
変
質
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
物
語
の
最
終
成
立
期
に
あ
た
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
下
巻
の
仁
徳
記
に
は
、
石
之
日
売
に
関
わ
る
記
述
と
し
て
「
言
立
て
」
が
出
て
く
る
。
こ
の
語
は
、
万
葉
集
巻
十
八
の
四
〇
九
四
四
一
〇
六
、
巻
二
十
の
四
四
六
五
や
、
続
日
本
紀
宣
命
の
第
三

第
七
詔
に
「
辞
立
」
「
事
立
」
と
用
い
ら
れ
、
言
葉
に
出
し
て
言
い
立
て
た
り
、
誓
い
や
称
揚
の
意
を
表
す
。
天
皇
統
治
が
確
立
し
た
時
代
に
な
る
と
、
言
の
も
ち
い
ら
れ
方
も
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
。
古
事
記
の
「
言
」
は
、
神
話
と
大
和
平
定
が
な
さ
れ
た
景
行
朝
ま
で
の
、
長
い
時
代
に
わ
た
る
物
語
の
時
空
を
結
ぶ
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
①
西
郷
信
綱
「
言
霊
論
」『
増
補
詩
の
発
生
〔
新
装
版
〕』
一
九
九
四
年
四
月
未
来
社
②
太
田
善
麿
「『
こ
と
だ
ま
』
に
つ
い
て
」『
古
代
日
本
文
学
思
潮
論
（
Ⅳ
）
古
代
詩
歌
の
考
察
』
一
九
六
六
年
五
月
桜
楓
社
③
内
田
賢
徳
「
萬
葉
の
言 コ
ト」『
萬
葉
』
一
二
三
号
一
九
八
六
年
二
月
④
飯
田
勇
「
古
代
王
権
と
『
言
霊
』
う
た
の
発
生
を
考
え
つ
つ
」
『
千
葉
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
語
文
論
叢
』
一
二
号
一
九
八
四
年
九
月
⑤
植
垣
節
也
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
5風
土
記
』
一
九
九
七
年
十
月
小
学
館
⑥
折
口
信
夫
「
国
文
学
の
発
生
」（
第
四
稿
）『
折
口
信
夫
全
集
第
一
巻
』
一
九
七
五
年
九
月
中
央
公
論
社
⑦
清
水
章
雄
「『
草
木
言
語
』
論
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
発
生
」『
古
代
文
学
会
叢
書
Ⅰ
神
の
言
葉
人
の
言
葉

あわ
い
の
言
葉
の
生
態
学
』
二
〇
〇
一
年
十
月
武
蔵
野
書
院
⑧
谷
川
健
一
「『
言
問
ふ
』
世
界
」『
南
島
文
学
発
生
論
』
一
九
九
一
年
八
月
思
潮
社
⑨
青
木
周
平
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
天
神
の
位
置
」
『
古
事
記
研
究
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
』
一
九
九
四
年
十
二
月
お
う
ふ
う
⑩
前
掲
書
⑨
⑪
寺
川
眞
知
夫
「
天
照
大
御
神
の
高
天
原
統
治
の
完
成
八
百
万
神
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
」『
古
事
記
神
話
の
研
究
』
二
〇
〇
九
年
三
月
塙
書
房
⑫
西
條
勉
「
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
と
皇
祖
神
の
誕
生
」
『
古
事
記
と
王
家
の
系
譜
学
』
二
〇
〇
五
年
十
一
月
笠
間
書
院
⑬
猪
股
と
き
わ
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」
『
日
本
神
話
が
わ
か
る
』
二
〇
〇
一
年
八
月
朝
日
新
聞
社
⑭
毛
利
正
守
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
誓
約
」
『
記
紀
萬
葉
論
叢
』
一
九
九
二
年
五
月
塙
書
房
⑮
矢
嶋
泉
「
記
紀
ウ
ケ
ヒ
神
話
の
読
み
『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
て
」
『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
六
四
集
一
九
八
四
年
十
二
月
⑯
谷
口
雅
博
「
天
の
石
屋
戸
神
話
に
お
け
る
『
詔
直
』
の
意
義
」『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
十
一
月
お
う
ふ
う
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⑰
前
掲
書
⑯
⑱
神
野
志
隆
光
「
ア
マ
テ
ラ
ス
大
御
神
」
『
古
事
記
の
達
成
』
一
九
八
三
年
九
月
東
京
大
学
出
版
会
⑲
三
谷
栄
一
「
古
事
記
の
成
立
と
神
官
」
『
古
事
記
成
立
の
研
究
後
宮
と
神
官
の
文
学
』
一
九
八
〇
年
七
月
有
精
堂
⑳
上
田
正
昭
「
天
つ
神
の
世
界
」『
日
本
神
話
』
一
九
七
〇
年
四
月
岩
波
書
店

守
屋
俊
彦
「
常
世
の
中
の
聖
婚
天
の
石
屋
戸
神
話
へ
の
一
つ
の
照
明
」
『
古
事
記
年
報
』
三
十
七
一
九
九
五
年
一
月

拙
稿
「
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
常
世
か
ら
高
天
原
へ
」
『
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿
記
念
記
紀

風
土
記
論
究
』
二
〇
〇
九
年
三
月
お
う
ふ
う

多
田
一
臣
「
隠
り
妻
と
人
妻
と
」『
万
葉
歌
の
表
現
』
一
九
九
一
年
七
月
明
治
書
院

前
掲
書
⑨

川
副
武
胤
「
神
世
の
巻
」『
古
事
記
の
世
界
』
一
九
八
五
年
八
月
教
育
社
	
青
木
周
平
「
葦
原
中
国
平
定
伝
承
と
『
言
向
』」
前
掲
書
⑨
所
収


石
坂
正
蔵
「
言
向
考
」『
國
語
と
國
文
学
』
二
十
巻
七
号
一
九
四
三
年
七
月

神
野
志
隆
光
「
こ
と
む
け
」
前
掲
書
⑱
所
収

次
田
真
幸
「
国
譲
り
神
話
の
構
造
」
『
日
本
神
話
の
構
成
と
成
立
』
一
九
八
五
年
十
一
月
明
治
書
院

西
田
長
男
「
日
本
神
話
の
成
立
年
代
」
『
古
代
文
学
の
周
辺
』
一
九
六
四
年
十
二
月
南
雲
堂
桜
楓
社

上
田
正
昭
「
国
つ
神
群
像
」
前
掲
書
⑳
所
収

前
掲
書


倉
野
憲
司
「
言
向
」『
古
典
と
上
代
精
神
』
一
九
四
二
年
三
月
至
文
堂

砂
入
恒
夫
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
成
立
に
関
す
る
試
論
」
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
研
究
』
一
九
八
三
年
二
月
近
代
文
芸
社

神
田
典
城
「
高
木
神
の
性
格
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」
『
古
事
記
年
報
』
二
十
四
一
九
八
二
年
一
月

荻
原
千
鶴
「
景
行
記
山
河
の
神
の
言
向
け
」
『
日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』
一
九
九
八
年
一
月
塙
書
房

砂
入
恒
夫
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
物
語
そ
の
神
話
性
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
十
三
巻
十
号
学
燈
社

森
昌
文
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
論
『
言
（
こ
と
）
』
へ
の
展
開
」
『
古
代
文
学
』
二
十
五
号
一
九
八
六
年
三
月

多
田
一
臣
「
言
挙
げ
と
い
う
こ
と
『
万
葉
集
』
巻
一
三
三
二
五
三
～
四
歌
を
手
が
か
り
に
し
て
」『
日
本
文
学
』
四
四
巻
六
号
一
九
九
五
年
六
月

糸
井
通
浩
「
『
こ
と
』
認
識
と
『
も
の
』
認
識
古
代
文
学
に
お
け
る
、
そ
の
史
的
展
開
」『
論
集
日
本
文
学
日
本
語
1上
代
』
一
九
七
七
年
三
月
角
川
書
店

尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
一
九
六
六
年
四
月
加
藤
中
道
館

伊
藤
高
雄
「
言
霊
の
信
仰
」『
万
葉
集
の
民
俗
学
』
一
九
九
三
年
四
月
桜
楓
社

吉
井
巌
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
一
九
七
七
年
九
月
學
生
社

青
木
周
平
「
倭
建
命
東
征
伝
承
と
『
言
擧
』」
前
掲
書
⑨
所
収

城
﨑
陽
子
「
言
挙
げ
考
」
『
目
白
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
十
二
号
一
九
九
五
年
十
二
月

中
川
ゆ
か
り
「
出
会
い
の
表
現
」『
萬
葉
』
一
一
九
号
一
九
八
四
年
十
月

森
朝
男
「
ふ
」『
古
代
和
歌
と
祝
祭
』
一
九
八
八
年
五
月
有
精
堂
 
前
掲
書

!
前
掲
書

※
古
事
記
祝
詞
日
本
書
紀
風
土
記
の
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
る
。
万
葉
集
の
本
文
は
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。
※
釈
日
本
紀
日
本
書
紀
私
記
の
本
文
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
八
巻
に
よ
る
。
※
古
事
記
伝
は
『
本
居
宣
長
全
集
』
筑
摩
書
房
に
よ
る
。
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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